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正しく良い地図を

早く 安く作るには坐
－

－高性能のカメラで撮影して精密製図機を使用することが大切て●す－

霧鞠繍諺● 鐘
力.メラ稀号

篭真稀号...,点距離

指． 標 水準器 商庇制‘

合

I

害

日本林業技術協会測量指導部

昭和29年9月10日

只見川只見地区

アジヤ航空測量株式会社

RC5a(スイス・ウイルド社製）

アピオゴン

115.37mm

約1:21,000

コダックスーパーXX

PanX1.3

企画指導

撮影月日

撮影場所

撮影現像

写真機

レ ンズ

焦点距離

原写真縮尺

フイルム

フィルター

ジ
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キャッチしなければなりませ
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もちろん，この費源の実態

を知るためにはいろいろな努

力がつづけられ，莫大な経愛

と労力を投じてきております

が，なお未だ調査されないま

ま残されている登源も多く，

その洲査がいそがれておりま

すとき，蚊近，高度の科学性

省

奥多摩の東京都水源林

と祥襯性をもつ調査方法として登

場してきたのが航筌写真の利用に

よる黄源調査であります。

航薦鯉隠繊
いろな方法にくらべて，早く，安

く，糀度が商くて均一で，しかも

その成果は，現地の詳lllな記録と

して永く脈ｲfされ，必要な場合に

はどんな方面にも利月jできます。

欧米･先進国では，航筌写真を利Hj

一

寺

、

ウイルド祉製RC5a航空写真機
はどんな方面にも利月』できます。

欧米先進国では，航筌写真を利川して，都市’通路,港湾，鉄道’耕地’砂
防等の諸計画に非常な効果をあげています。

《
マ

戦欝:鰯i瓢麓淵懲雪季篭裟:挫嘉鱒
分発揮しておりません。澗岐世しましたように航筌辱真は,"1II,路線，港湾，
農地，噛源，森林等利"j分野の広いものですが，それを各分野がｲIMRF別々に撮

影するのは，大きなムダになると思われます。各部li'lが協力して綜合的Ⅱ銃一

的に撮影することが非常に悪まれております。関係村の総力によって全国土が

搬彩され，航案写真の真価の発姉によって，淵盗源の州発が行われ，わが国の
両建に寄与することを切に望んでや象ません。

日本林業技術協会

測量指導 ６
索
一
口



去る9月26日（日腿日)，朝5時『青木航空のビーチクラブト（双発900馬力，8人乗）が昨夕方羽田を出発して

北海道へ向ったまま消息をたちました』とNHKのラヂオニュースが放送された。この事件により』航空局は米軍捜

索機との協力，S､A､R.(Search&RescuQ活動に這入ったがこれと併行して，林野関係青木航空遭難機捜索本部

が森林記念館（日本林業技術協会）内に設置

され，計画的な捜索活動を行って来ました。

青木航空株式会社，アジヤ航空測量株式会

社，日本林業技術協会及び林野庁との協同に

よるこの捜索本部の空中捜索，地上捜索並び

に営林局署，その他関係機関の地上捜索と情

報の蒐集等，これまでにない大規模な空陸一

体となった捜索活動を行うこと約2週間，関

係機関が連日連夜の不眠不休の努力にも拘ら

ず遙として発見出来なかったJA5002号機

は羽田を飛びたった日から丁度2週間目の10

月9日（土雁日）に遂に謝公市東南方40粁

の地点，福島県南会津郡椴原町大字大内の六

石山，国有林内(若松経営区53林班の3小班）

結能峠附近で，無惨に大破さ.れた飛行機の残

骸が大内部落民によって発見されました。

現場検照，現場火葬，遺品収容若松市澗

福寺に於ける法要（施主若松営林署長)， そ

して家族が待ちにまっていた父であり，夫で

ある佐野郁郎氏（林野尉旨導部研究普及課課

長補佐)，堀江友義氏（日本林業技術協会測

量指導部次長）他4氏の御遺骨は，それぞれ

の遺族極まもられて去る11日上野着19時

35分の列車で懐かしの我が家に帰還しまし

た。この貴き謹牲者に対して関係機関の総意

をもって去る15日，東京芝の万年山青松寺

に於て,青木航空,アジヤ糊ﾘ，日本林業技
術協会及び林野庁の盛大な合同葬儀が行われ

ました。

遭難現場の状況などについては，既に夢ジ

オ放送，新聞などで報道されていますが，い

ろいろこの報道等にも誤りがありますので，

いずれ此の捜索本部の行動記録を坂纏めて近

く関係方面に発表する予定であります。捜索

本部としては此際特にこの飛行機がどういう

ような重要な任務をも.って，北海道に向った

か，またこの飛行機に同乗した方盈はどんな

にこの方面の業務にかけがえのない方点であ

ったかを出来るだけ多く.の入念に熟知してい

ただきたいと共に，このかけがえのない貴い

犠牲を礎として，航空写真撮影事業を一日も

*して,日本経済復興に寄与せしめうるよう念

願しつつ，この一文を御霊前に供けたいと思

い童す。

林野庁と日本林業技術協会は去る講和条約

発効後，大縮尺の航空写爽を林業分野の各種

事業の調査や測量に活用する方法を過去2ヶ

年に亘って種々の角度から検討を加えて来て

おりましたが，その結論として最も解象力の

高い且レンズ収差の少ないカメラとして戦後

紹介されたスイス，ウイルド会社製のRC5

型（レンズはアウィオタール叉はアウィオゴ

ン）と，ドイツ.ツアイス会社製のRMK21/8

型（レンズはトパール）を今後林野関係の撮

影に最適のカメラとして内定し，その』附入促

進計画を進めると共に，特にこの大縮尺の航

空写真にJfり榊目判読や蓄積調査の方法等の

具体的な実験を進めて来ておりました。

また，一方林野庁は建設省，地理調査所及

び経済審議庁国土調査課等と図り，これ等の

優秀なカヌラによる日本全国土の統一的撮影

を早急に実施すべき気運を酸成すべく諸般の

準備を進めて来ており童した。

丁度この時，今年5月北獺首札幌営林局管

内の麦笏湖東南方の国有林約5万町歩が強風

のために莫大な被害を受けたため，その風害

地域の面積及び蓄識の調査，風害木の搬出計

画，及びこの地域に対する経営案臨時検訂を

行うために必要な調査に航空写爽を利用して

最も能率的な調査による適正なる復旧計画を

樹立すべく札幌営林局では早速6月に林野庁

にその地域の航空写真の撮影企画を依頼して

来ました。林野庁ほ日本林鶏亥術協会測量指

導部とこの撮影の実施方法について協議し，

その撮影に使用するカメラ，飛行機撮影縮

尺,其の他俳業上必要な尊額につき次の糠に

その'作業実施方法を決定しました。

1．飛行機一青木航空株式会社所有のピー

． チクラフト双発(450馬力×2）

低翼単葉機

巳

口

早く,統一的に実施し得るような態勢を確立＊ （撮影機としては日本で一番大型のもの）

2． カメラーアジヤ航空測趣株準社所有

スイス，ウイルド社製"R、C. 5型，焦点距離21糎及び11.5糎

･－－－－1‐－－－
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3．撮影縮尺-25,000分の1で撮影し，判読にば2.5倍伸しとする。

4．撮影成果品一撮影は8月～9月中に完了し，成果品を納入する。

5． この撮影の企画及び成果品の検査，並びに縮目判読憾日林協で行う。

この企画にもとづいて現地で対空標識の設置，その他の作業を進めているうちに7月末スイスより待望のカメラR.

C. 5が飛行便で日本に到着しました③このカメラは直ちに試験撮影を行って点検規正を完了すると共に，東京麹町の

蕊 議
して8月25日(*)準備万端完了し，藤沢飛行場（神調i1 )を10時30分に出発し，途中只見（福島県）その他

のス筆ツト撮影を行う予定でﾈ鵬丘珠飛行場に向ったが，雲のためスポット撮影を中止し，途中三沢飛行場(青森県）

で予定の如く誇油の上，札幌丘珠飛行場に19時00分に到着しました。そしてその後約10日間快晴日を待ったが，

曇天と雨天のたあ撮影を実施することが出来なかったので日林協，青木，アジヤの共同サービスとして現地の営林局

や道庁関係の人糞に， この新鋭カメラの性能の紹介と偵察飛行等を行っただけで涙をのんで9月5日羽田に帰ってき

てしまいました。

その間，風農診睡或に害虫が発生したため，その防除に,とりあえず米軍のヘリコプターにより薬剤散布等が行われま

したが』この対鰄周辺の害虫防除対策樹立と，この駆除効果の検討を行う必要にせまられていました。したが鰯この地域周

二

曇天につぐ雨天で

快晴に恵まれず焦慮

の1ケ月を空費しま

したが，遂に9月25

日再度千歳飛行場

（北海道夕張郡）に

向けて16時に羽田

を出発したのであり

ました。

何故，この台風の

来る直前に，この穰

な時間に飛び立った

か，そしてこの飛行

機はどんな飛行ゴー

ては，いずれ正確な

黄料によって発表さ

れることになってい

ますので，それまで

は差控えますが，こ

の飛行機の塔乗員は

凡てそれぞれの専門

技術者であり，今後

の日本林業の経営に

叉航空写真撮影事業

にかけがえのない入

念であることを思う

とき，誠に哀悼の意

を表する術も知りま

●
、

スをとつたかについ 遭難現場 せん。

， とにかく，この撮影が完成しておれば， この写真により前に述べた風害地域の跡地整理や’復旧計画は申すに及ば

ず＞飛行磯による害虫駆除効果の測定，害虫防除対策の樹立及びその地域における経営案の臨時検訂等に必要な費料

が，佐野郁郎氏や堀江友義氏により，それぞれの専門的立場から取鯉められる手順になっていたのでありました。

更にこの撮影結果によって林野地域を統一して行う撮影方法,図化方法'判諦方法が凡て確立されるばかりでなく’

この適正なる功程，経菱の分析等の識mな資料が整理されることになっていたのであります．

このためには，高性能な新鋭R..C. 5のカメラを使い，これを積戦して適格に飛行し得る飛行機としてピーチクテ

ー.一一2－-一一
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害虫駆除対策及び

経営案の臨時検訂

に必要な航空調査

にば，林野庁指導

周珊究普及課課長

補佐の佐野郁郎氏

（43才）が担当し

その分野の責任者

がそれぞれの任務

を完遂する必要上

から同乗した次第

であります。

その責任感の旺

盛なること，各炎

の専門分野に対す

る厚い熱情とは，

今後永遠挺それぞ

れの関係者の胸中

に深くきざ承こさ

れていました。

０

フト機を選定して

この撮影を日林協

青木航空，アジヤ

航測の協同によっ

て，万全の企画と

準備力鎚められた

のでありました。

また，適格にこ

の撮影を完成する

ために，更に綿密

な実施計画により

この飛行機は青木

航空の運航部長で

ある市川忠一氏

（36才）と同整備

課長の春日秀康

（36才）が運航し

撮影はアジア航測

の運航部長の丸山

今朝重氏（42才）

唖
、
Ｊ
Ｏ
』
偶
や

勺
凸
甸
ｑ
ｒ

助
』

写

一
画
砲
己

年〃し

富
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日本林業技術協会
測量指導部次長 堀江友義氏 (38才）

と撮影課長の井上 略 歴 我を関係者は，

行雄(33才）がこ 昭．12． 3月 宇都宮高等閏*学校*I調卒 此等6氏の遺志を

満洲国林務司計画課技士．れに当ることとな 〃 4 ついで必ずやこの

15年 湯原営林署技士り，この企画と実 地域の撮影目的を

施の調整及びこの
17年 通化営林署林産科長 早急に完成し，あ

地域の判読調査に くまでその初志を18年 ‘陸木斯営林局勤務
必要な喪料の蒐集 完徹まる様努力す19年 ・ 応召
.は，日本林業技術 る処存であります

22年 シベリヤより帰国
協会測量指導部次 （このR.C.5"

27年1月 ．日本林業技術協会測鮒旨導部次長
長堀江友義氏（38 メラは’1月初め

29年 全国林業改良普及協会会計主事才）が更に前述の にも再輸入され撮
影可龍となっている｡）

今回の捜索業務を通じて関係営林局,営林署担当区員，並びに関係都道府県林務関係職員一体となって’林野庁を

中核として行動した偉大な組織力,強さは驚異をもって関係機関より見つめられていたこと’またこの様な統空機事故

によって動員された空中捜索ば，日本初蓑って以来の大添か,りのものであったこと，更に航空局，林野関係捜索本部

（林野庁，日林協，青木航空，アジア航測)，国警，消防庁，東北駕力，中央気象台’測候所等，捜索連諾が緊密に行

われたことは,特筆すべきことで,特に本誌を借りて御報告すると共に，関係機関及び関係者に対して厚く謝意を表す
る次第であります。

なおこの調査の焦点となった涛倭市の市民の方が寄せられた次の様な遡郷機目撃情報を公開します。この情報によ

ってこの巡測糠が確実に若松市に21時15分頃飛来していることを確認して，捜索本部が今度の捜索を決行するに至
った貴重な手紙でありました。

｡＝

亀

L

書翰（一） 9月27日受信，

差出人

前略御免下さいませ。

羽田航空保安事務所（青木航空）

若松市材木町4ﾉ7遮星野方 宮部美枝子

－3－



I

青禾航空i騨艤5002号の殉職音の御霊前にこの－．文を棒ぐ

原町10時半寅通過打鱈のこと垂すが，時刻ほその前になりますが一応御参考にお知らせ致します。

25日（土）夜9時頃降りしきる真暗な空を爆音がしましたが余り大きいので若しや飛行機が難行しているのではな

いかと気がつき,家に当っても大変と窓を開いて見ますと驚くべき低空を赤色の電灯をつけた飛行機が市内中心に向い

去っては又戻り，丁度迷子の様に行きつ戻りつしておりました。

私宅の近くには若松測候所があり，その塔上でも灯をともして便宜を与へている操です。私が電気をともし2階の
窓をあけて顔を出すと昼間なら必ず地上の人の顔が見える私の所をスレスレに円を描いて，叉南方より戻って参り今

鹿ば下界をサツと，サーチライトの様な光で三角形腱照らし乍らユツクリ静かに南の方に行きました。

終りまで見て鯖りましたが山より低く飛んでお･りましたので,私にしましては，ツイこの蹄丘の山か平野に不時着し

たものと思い童した。 この近くは田圃が多いのでワザと市内にほ行かずこの辺で降り様としたが稲を荒してもと思っ

て適当な場所を探しつつ無理されたのではないかと考へました。

これでも新聞記事の10時半と云うのではあれ以後フラフラしながら原町まで行ったとほ老へられませんが，そう思

いきれ池ﾐく，思い切って電話でもと思いつつも海上など探しておられるし，何時窯でも死体が見つからないのでは，御

家族の方だの御心傭もいかばかりかと思い霞して遅ればせ乍らやばり以上のことばかり御知らせ致します。

飛行機の最後に去った方向は会津若松市南部です。 《
一

書翰（二） 芳倭市七日町17群地 丸山呉服店 （9月27日）

前略青木航空遮難のため皆を様御心配の事と思います。私達もこの事につきまして一筆お知らせ致します。

25日会津若松は暴風雨でピドイ夜でした。丁度飛行機の音が9時50．分頃聞えそれと同時に云うに云はれぬ爆音が

屋上スレスレに旋回じ，それと同時に胴体の後方よりドアの開く穣な音が聞えライトの光が猛烈な勢で発散し2，3分

たったか，たたぬ内に消え爆音もすぐになくなり見えなくなった。私達は南方田島方面の山奥に墜落したことを認あ

ます。田島の山奥は山林のため捜索に困難でせうが必ず南方です。すぐに捜索に当って下さい。

ラジオや新聞では双馬郡原町の方面に力を入れている穰ですが，私はそれはS.O.S・を発信した所であって必ず逢

うと思います｡私達は姿の見えなくなるまで最後まで見ていたものですからお伝へ致します。
≦二一-一一一＝…皇…ず平 ……

書翰（三） 禰島県会津若松市四元町五十嵐 （30日付）

叩きつける様な雨，そしていやな音を交じへる強風に誰もが澄火を親しむとばおよそ反対の気分を味はっている中

にかすかI仁耳に伝はって来る爆音！ふと誰ともなくこんな時に飛行糠が…･ナーニ雲の上なんだろう ･ ･･等と格別に

気にも止めなかったのもつかの間で,物を取りに二階に上った時に一瞬目に飛び込んだ機影に恩はず絶叫して主人を呼
んだ。あの暗黒の嵐の夜空にもか上はらず，白ネズミ色もはっきりと機首を其上に尾を爽下にして目前の屋根につか

へそうに飛び上って行ったからだ。

アシと叉叫んだ。今度ば反対に殆んど機首が真下に，尾が真上になってる事が磯影は見えずとも二つの茄鐙と三つ‘

位の青燈とに依ってはっきりと目撃されたからだ。今健はすぐ頭上を随分但窪旋回を始めた，双発のプロペラらしき

所に自動車のヘッドライト位の大きさに真紅の光りをまばゆい許りにギラギラさせながら確かに何物かを探し求めて

いるらしい様子に,素人眼にも卿難行らしい猿子,或は着陸地点を求めているらしい様子がアリアリと解るにつけて両

手をあげて

○すぐ近くに競感湯跡があり蓑すよ ○お上のが原がありますよッ ○電線のないタンボが見つかりません

か○此の辺は気流が悪いから外に飛んでゆくより不時着場所をあく週栗したら如何

と心に總叫せずにはいられなかった。

蕊難行以外の理由の旋回とはどうしても患へず気になって,気になって塔乗しておられる方なのお彦睦が浮んでくる

この心配をむざんにもハツキリ打ち知らせてくれた朝のニューズにやっぱり ･･･・と悲庸という言葉が何倍にも鱈し

て胸をしめつけた。そしてとうにガソリン猿切れている…･というに至っては筒更である。それから幾度となくニュ

ースによれば「爆音を耳にした･･ ･市中を照らして飛んだ…という若松市民の居る」という程度である。

而し私はたしかに此の目，此の体でマザマザと余りにも強い感備で見送ったことに違いはない。

余り飛行機に接する機会のないここ会津の山国の住人にとって此の出来事は人事とは思はれず，必死の形相で着陸

地点を求めて飛んだであ遭う六人の方と（せいぜい二，三人と思った）は今いづこにと思う。

あの嵐の物干しから手を振り指したのが現実の世に於ては解らずとも』幽膜境を異にした所の人となられた方たに

届いてくれふぱと思う。そして一日も早く機体の発見の早からん事を願って，今更お知らせした所でいたし方の無い
事ではありますが右の事お知らせいたします。

■

~

ｰ
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からだを固着しているだけである。魚の餌となるプラン

クトンも童た水中が生育の畠であって，水中に浮溝しな

がら水に溶けている諸成分を吸収同化して増殖してい

る。陸上植物が空中から撰坂し同化して有機質物を合成

する炭酸瓦斯健癖では水中から摂っている。植物体を

作る有機質物の蛋白質・脂肪･無窒素物などの基盤をな

す炭素源はこのように全く水に溶けている炭酸塩から摂

〕反しているのである。水に溶けている炭酸化合物ほ遊離

の炭酸を初あ，重炭酸塩や炭酸塩であ為が海水中には最

後の炭酸塩が多く存在する。

しかし海藻を初め水中の植物が同化作用を行う際に必

要な炭素源は中でも炭酸や重炭酸塩が最も利用じ易く，

これに反して炭酸塩は困難である。これに関し昭和13年

（1938）に松島氏が次のような研究発表をしている。

(S.Matsusima-Cytologia,Bd､9,Nr2～3,1938)

先ず重炭酸塩溶液（重炭酸加里,重炭酸曹達）の0.0’

～0.001モルを室内に放置すれば，自然に炭酸瓦斯を放

出して重炭酸塩は炭酸塩と変り，残った溶液はアルカリ

側に傾いて来る。

第1表

へ

水窪と森林

－－

五十嵐彦仁

29．8．蕊受理
魚 ー

一一ー

ー －

今から約15年前の夏の頃に涜丹半島の漁村を廻った

ことがある。ここば明治から大正にかけての鰊王国であ

った地方であるが，今ではところどころに全盛時の蕊壮

な建築跡や防波堤の名残りを止めるだけで見る影もない

寒村となってしまった。村の若人の大部分は鉱山や季節

の出稼人となり漁村という感じは更にない。古老の話に

よれば往年の鰊時期には青森や秋田の辺から沢山の鰊と
ギョパ

リがやって来て，鰊漁場を営承漁場切上げの頃になると

山に火をつけて帰るというのである。そして明ぐる年に

なって立枯れした木材を伐り出して瀞誌期間中の粕焚き

などに使ったものだ。山という山，丘という丘は皆坊主

である。山を裸にし丘を坊主にした時から，浅海は荒れ

て海藻はなくなり，魚に見離されてこの漁村の衰微は始

まったのである。

海と名が付けばどこにでも魚がおり，水であればどこ

でも海藻や魚群が集ると考えるのは全くの謬見であっ

て，魚田は浅海でなければできず，童た陸岸に近くなる

ほど藻類の生育がよい。これは全く丘から注入する陸水

に拠るものであって，絶えず清澄な河IIの流れ込むこ

と，たとえ降雨に遇っても河水ば汚濁せず，海に泥水を

送り込童ないことが大切である。溝澄な河IIの流入によ

って肥料の供給が行われ，反対に泥水が流入すれば浅海

水族の衰滅を来すのである。

河水と浅海

海藻は水中に溶けている成分をからだ全体から吸収し

同化して育っている。陸上植物にいわれるいわゆる肥料

の三要素も同様に海藻には必要である。海藻の根は単に

｜(卿)|鰍31鰍； 考術
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すなわち一立中に0“~0.044瓦の炭酸瓦斯(cO3)が
溶けている原液から炭酸の放出が行われたわけである。

次に沼沢水草のへ芦ディヤ(Helodea)を同じ溶液に

培養（葉を用う）した結果によれば10時間～2日間に

おいて第2表に示すように重炭酸塩中の炭酸瓦斯がヘロ

デイヤに吸収同化きれているの垂ある。

第2表
－－－．－－ －－ ．，_”－．－ ．－－壷:.ー--,------.__一．

|(")IM31";| 備童

灘菫≦獺鍾譲…
KHco3 1
NaHCO3'

’ 9．5 9．8＞9．8

9．7 9．4 9．7

9．4 9．7＞9．8

9．6＞9．8＞9．8

垂

第1，第2表に示す様に重炭酸塩液は炭酸を失い，あ

るいは炭酸同化によって澱粉が形成されて，その結果カ

チオンが溶液中に残りpH値が上ったのである。実際問

題として水草の多い湖水の水質には，しばしばこのよう

な例があって，筆者が昭和3年に調蚕した釧路国輔路湖
涯おいてpH9.0(湖尻の表層）を検出した。（水産調査

報告第22冊昭和7年，北水試）更にまた重炭酸塩溶

液の新しいものは古いものより多趣の澱粉がヘロデイヤ

の葉中に形成されているのである。

そこで炭酸塩類の海南及び淡水中の含鋤まどうであろ

うか。チャレンジャーの探検で有名なディットナー氏が

世界の海の77カ所の試料について分析した平均値は次
込

離者･1総監薙懸蕊溌蕊･農博
－－－－5－－－－
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の通りである。（数字は鰄kl立中の遥数）
第3表

L－ － ■

コンブと水質

昭和12～13年（1937～1938）に拳昔が道南のマコン

ブ地帯において，水質と昆術の品質について調査した結
キ毒シ

果においても同穣の事が窺われた。尾札部村の木直付近

を中心とする一帯の地方はいわゆるマコンプ地帯であつ
カワクミ イク￥

て川汲及び板木のコンブは実に日本一の名声を博してい

る。この地帯すなわち木直から山越に至る海岸線約80

粁に論いて12カ所の地点を選び，浅海の表層・中層・

底部の3点の各水礎を耐暁し併せてコンブの品質を調査

した。この結果を要約すれば次の通りである。

○河口のコンブは良い。（ただし泥土を洗し出す所臓生
育しない）

○山間の溪流を入れる河口ほど良質の言ンプを出す。

（水質のpH値ほ低､池）

○丘と河岸に樹林のある河水はpH値が低く，清澄であ

って，就中板木川のpH侭ま低かつた。
ミイリ

○深部のコンブは薄葉であって身入りが悪い。（ただし

草丈は長い）

○岸コンブの草丈は短L,が，身入よく，味も良く，総体

的に良質である。沖コンブはこれと反対である。（一

般に沖コンブを塩コンブという）

○荒磯のコンブば草丈が短いが，身入りも味もよい。

○海水のpH値は岸になる程低い。

○海水のpH値は深い程高い。

これらの結果を総合すれば，浅海に流入する河水がコ

ンブの生育に大切な条件を与えるものであって，河水水

質のpH値の低いのが更によい事を示している。水質が

海藻の生育に適することはまたプランクトンの増殖にも

適していることを示し，すなわちこの解料の増大が，魚

を集誘する好条件を造り出すのである。

アマノリと水質

淡水流入の海藻生育に大切なことについては更に有珠

湾におけるアマノリ場の水質調査がこれを示している。

ここは噴火湾の北辺部位，洞爺湖前面に当る所にあって

北海道における唯一のアマノリ（浅草ノリの種）の養殖

場をなし，湾形は胃袋状をした約37ヘクタールの湾奥

の袋部一帯にノリを生産している。この奥部から多量の

淡水を湾に流入することが，好適地を作っている所以で

ある。錐者が昭和17年（1942）の頃数回にわたって湾

内一帯の水磁とノリ生育場の関係を調査した結果妹同様

に淡水流入の爾要なことを明確にしている。重炭酸塩と

アマノリの生育に重要視せらるる窒素塩なども普通海水

の10～20倍の趣を示し，これもまた淡水流入に麦配せ

られていることが判った。淡水の流入はpH値の観測だ

けでなく，珪酸塩が淡水に多量であることとあるいは塩

|百分比
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これに対し淡水の成分については田中阿歌暦博士の木

崎湖の沖部表層水（日本北アルプス湖沼の研究一昭和5

年．p.515)の分析結果がある。（数字は1立中の庭数）

第4表
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珪 酸

食 塩

硫酸曹達

塩化加里

重炭酸亜酸化鉄

重炭酸曹達

重炭酸苦土

重炭酸石灰

合 計

13．31
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3．54
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17．78
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これらの2表を比較すれば，淡水中にある重炭醜息は

全塩類中の54％を占あ淵鐙は23.52瞳である。 これ

に対し海k中の炭酸塩は全舗貫中0.34％に過ぎないが
1立中120通すなわち淡水の4～5倍になっている。

しかし海水の塩は植物に利用され難い炭酸塩をなしてい

る所に問題がある。

海水は常に徴アルカリ性を呈しpH値健8.3前後を示

しているが，淡水はpH6.5前後の微酸性からpH7.0

前後を示している。この微酸性を示すことが炭酸や重炭

酸塩となっている所以である。この様な河水は多くは山

間を流下する溪流に多くその例を見るのであって，流域

は樹木で覆われ，夏季に憾水温冷たく冬は暖かく感ずる

すなわち四時水温の変化少い河llである。河水のpH値

を低めている原因ほ遊離の炭酸を含む事や重炭酸塩を含

む点などであるが，更に樹間の腐植質から濁らされる腐

植質酸などもこれに協力している。pH値の低い淡水の

流入することは更に進んで海水中の炭酸塩を重炭酸塩に

変える働をなし，植物の炭酸同化を行わしめる重要素因

を誘うものである。

一

国
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すなわちいずれも継子の直経0.002粍以下(粘土・膠

質分）のものが海水のために大粒子となって分別され小

粒子は減少した。

この様な凝集作用は同様にプランクトンに遇えばこれ

を核として鐸し，液鎮に細艤すれば腐燗せしめ，アワ

ビに猫誉すれば呼吸口に識菅して窒息せしめている。写

真（1）は泥土が識誉して基の部分を腐隙せしめ，葉部

が流亡したコンブである。（相沼内の発電所ダムより流

下した泥土による障害の一例）票真（2）及び（3）は

プランクトンを包括して渕峰し，一粒の泥土集となった

ものを顕微鏡下に見たものである。これは海水約200姥

ｲ鋤などが微量であることから容易に判るが，有珠湾の

満干によって淡水のよく分布している地域ほど，ことに

アマノリ生育の良好であることを示していた。

ここで一言しておきたい事は昔からいわれている『魚

付林』の問題である。魚付林は単に魚が集るたあのもの

ではない。清澄河水を流下せしめ,W)II水質を優良なら

しむる重要な役目を持つという点にある。海岸から山に

かけて立派な猿沐の生えている地帯の浅海は健秀であっ

て，癖もよく繁茂する。坊主山の下では蔀も雲た裸

である。山の様子と海岸の状態及び流れ込む河川の水質

によって，浅海の良否・魚田の肥辮・漁村の貧富さが判

る。魚は海でさえあれば良いとか，山の樹木には関係が

ないなどと速断するのは大きな誤である。

泥土の害

大正の始めから本道におきた，工業廃水の水産資源に

対する障害件数は非常に多く，中でも硫黄精錬廃水の水

産に対する障害は最初の廃水事件である。澱粉工場や製

紙工場廃水更に黄金山排水・化学工業排水の水産に対す

る障害もかなり多い。ことに淡水中ではほとんど障害は

ないが，海に至って大害を及ぼす泥土流下の問題は決し

てゆるがせにはできないものである。

今から約20年前の昭和8年（1933）に始めて単純泥

土が海水に混入するときに，水産生物に障害を与えるこ

とが実証されてからは貧鉱精錬の前処理としての浮瀧選

鉱の鉱淳,発電所堰堤の排出泥土,選炭排水あるいは洪
水の際の流下泥土などがことごとく浅海水族に対して強

い障害を与えることが判ったのである。

微細泥土は淡水中ではそのまま沈下するが，海に至っ

て海水に混合すれば凝集して大粒となり直ちに沈降す

る。これは淡水中では負に荷電して散乱しサスペンソイ

ドをなしておった泥土が，海水中の強電解質に遇って中

和凝集した結果であって第5表の様な実験結果が得られ

ている。すなわち淡水中では長時間を費しても，なおか

つ沈降しない粘土及び膠質分が海水を以て処理すれば，

いずれも短時間で沈降するような大粒子となることを示

したものであって，試料は市井河川底の泥土（通称青粘

土）である。第6表ば200メッシュの粒子60％余を

占めている浮涯選鉱廃泥土，第7表は丘陵地の粘土であ

る。（数字は％）

第5表 第6表 第7表

I

坪が
陽
。

‐

P

二一

､

写真 （1）

繍鴛§謹礒｢蕊|灘
；蕊溌

O. 1～0.01 l76．601 79．9311 13.451 8.
0．01～0.0021 14．131 17．5011 36．271 91.
0.002以下 9.271 2.5511 50．26 0.

写真 （2）

･－－－．．7 ‘-－－－
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せる結果を来し，魚の漁撞不能を来すと共に降坐した部

分の漁網の腐蝕を促進する。これに関して1，2の例を
あげて見る。

礎谷発噛所の堰堤泥土流失による海藻礁の障害

この発鬮所は茅部郡鹿部村にあって凡そ6粁を距つた
隣接河川の水を本川に導入して増量している。その堰止

め河llの躯堤内の沈泥砂を清掃したために起きた障害で

ある。昭和25年（1950）5月上旬の増水期であったた

め河水と共に沈積泥砂の全量が約10粁の河川筋を流下

し，浅海の沿岸約700米，昆布礁の埋没面稜3.2ヘクタ

ールを数える被害を与えた。泥土流下河川の附路川水量
は堰堤の上糀で約10箇,下流約10箇の合計20箇の

水量を持って鈴り，これが泥砂を押し流したのである。

堰堤裾部における泥土の堆量は約1.6～1.8米，泥土量

凡そ8000立方米余であって，海藻の被涛量はコンブ
（乾）8492賞，チガイソ蟻）161貫，ギンナンソウ・

フノリ（乾）は17貢の合計8708貢であった。当時の

価格にして，コンブのゑで約700万円を示した。調査は

泥砂排出後20日を経た後の干潮時であったが，泥土纒

着によって腐燗流失し，後に残った無数のコンブ根は写

真1に示すようなものであって，これが岩盤上に林立し

ていた。更に微細泥土の海水による凝集作用によって延

長1200米に及ぶ海浜の海藻地帯も共に枯死し白色化し

ていた。従って当時更に詳細な調査を行ったとしたなら

ば損害高は前記の数字を上廻つたであろう。

相沼内発電所堰堤の泥土排出による水産の誠害

この発電所は爾志郡熊石村にあって，同棟に堰堤内沈
積の泥土が排出した。昭和26年（1951）に起きたもの

であるが相沼内川の流量は120～130箇の大量であるた

めに直接の障害区域は磯谷発電所の場合より更に広大で
あった。

発電所堰堤は河川の峡谷を堰止めて上流盆地に貯水し

たので面穣凡そ36ヘクタールの4糊沼となっている。

昭和4年の建設にかかる木製の堰堤水門を更新するため
L

に貯水池を干拓した結果， 20数年来の沈敬泥土が河水

と共に押流されたのである。zI糊沼となった堰堤内はそ

の昔農紗馳であったから土粒は比較的細かく流失泥土の

推算鐘は12240立方米であった。泥土流下後約20日目

に第1回の洲査を行い，次いでそれより51日目には潜

水調査による浅海被害区域の確認を行った。

この2回の調査において特筆すべき点は潜水によって

障害状況が明確化した許りでなく，障害区域が更に大き

く第1回調査に比して凡そ20％増と‘なったことであ

る。一般にこのような調査は事件の発生より‘かなり遅

延することが通例であって，泥土沈降の状態をそのま蓑

残していない事が多く特に荒磯においては証拠の消滅が

轡

選
趣

ｒ
虫

畷：

辮侭

b

ョ L，
亀

弔

⑳

写真 （3）

に対して一塊の粘土を淡水で溶きその懸濁部分約20姪

を加えたものである。この際静かにかき廻して約15分

放溌すれば，ビーカーの底に粘土ほ薄く沈澱し，海水催

全く透明となる。

強醗解硬による散乱体の凝集ば塩によっても差異があ

り，塩の電荷数によっても異なって来る。第8表は鍵襄

力として1立中に含有する各種塩のミリモルを示したも

のであって，数字の小さい程峰力が大である。

第8表

《
）

－L－－－一

|"S 1O.7'7iO.64'|｡"3襲醗58.4 51。”。

12．5 9.65 9.25 0.205嘩呼|16｡|
r

0･195(田所）
今

d
ｰすなわち凝集力は金属イオンの化合価Iこよって著しく

大となっている。

更にシュルツ氏等(SChulz)は巍墳の凝集力は全く金

属イオンの化合価によるものとし，1価：2価：3価の

イオンの錘力は1：35：1023であるといっている。

これについてホエi､ハム氏(Whetham)はX:X1で表
した6

筆者は昭和14年に，自然沈降のほとんど不能であっ

た浮沈遥鉱の排莱泥土に対して耐睡雛土（3価）の極微

量（1立方米の泥土水に50瓦）を混入し泥水の凝集沈

降を完遂せしめ，畷尼士沈澱池の清澄化と泥土の固化に
役立たしめた。（僅友余市鉱山）

微細泥土の海水中の強電解質に基く凝集は単極海藻．
プランクトン・底凄の貝を鍵鉈せしむるの雛でなく′海

中に設歴した漁網にも纒着凝集せしPて'漁網を降坐さ

一・一・ 8－－－－．
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産には淡水の流入することが絶対に必要であって，海藻

の繁茂やプランクトンの繁殖，更に魚の集合など一つと

して河水に拠らないものはないのであるが，降雨によっ

て一時に河水が流入し泥土を懸濁した場合はかえって莫

大な損害を与えるのである。

鉱山の浮沈選鉱の排泥土・発電所ダムなどの単純泥土

の外黄金精練に伴う廃棄の微細泥土津石炭洗潅排水あ

るいは洪水の泥土水等はいずれも同犠に海藻やジランク

1､ンに綴着して腐燗死または姥死せしめ，アワビ・ナマ

コ等の底棲動物を殺す。ここ数年来，特に最近の豪雨と

洪水による本邦各地の水害は惨鼻の極に達する災厄であ

って，人畜の被害はいうに及ばず，田燃の損害，鉄道・

道路・橋梁の被害は数百億金を重ねている。しかしこれ

は全く陸上の損害のみの計算であって海中における水産

資源の壊滅は計土されていない。この洪水の原因は色を

あげられているが，戦時中及び戦後における森林の過伐

・乱伐力蓮大素因であることは各方面の一致した意見の

ようである。

水産における生産は水にある｡､水質の良否は直接･間

接に水産動植物の生育に干与する。丁度農業上に作物の

生育が土壌・土賀によって適・不適があるように水産に

は水質が付きものである。この水質の良否は全く陸上の

緑化・詞ﾎの成否にあると信ずる。

昔から諺に『木によって魚を求む』といっておる。こ

れは手段を誤っては目的は達せられない。木を植えたり

木を伐ったりすることは魚を獲ることには無関係だとい

う意味と思うが，いづくんぞ知らん『木に拠らなければ

魚ほ求められない』のである。

早い。このため河水の分布状況を化学的にまた物理的に

検矩し，たとえば珪酸塩の含避において海水は河水の

1/50～1/100である点などを平面的にも垂趣勺にも澗査

して分布範囲を定めている。

、潜水調査の結果障害範囲の増大した理由は泥土排出時

の河水量は調査の当時よりも大きく，従って泥土の分布

範囲が大きかったためである。水産被害物はコンブ・ワ

カメ・ツノマタ・ギンナンソウなどの海藻類アワビ・

ブーマコなどの底棲動物の外に河口前面の砂地を漁場とす

るホッケ・カレイなどを逃避せしめた損害である。損害

高は海藻類2700賞余，定棲動物類1800貫余，魚類

1000貫余であった。すなわち12240立方米の泥土排出

によって沿岸約5粁の浅海を汚濁し，泥土の障害区域

31.7ヘクタールをつくり，損唇動植物5500貫余を出し

たのである＠

以上の2例において次の数値が比較される。

第9表

＝

7竃

’
3．2

31．7

磯谷障害

相沼内障害

鮨
”

７
７

８
２

8ml 20

12240 1 120～130

すなわち河川水量の少い磯谷の障害において泥土の分

布が少いにかかわらず損害海藻の多いことが見られる。

これば河口前面に岩盤地帯を有して優秀な海藻生育地と

なっているからである。

結 論

以上は単純泥土の流入による浅海の障害について例を

掲げたに過ぎないが，泥土の浅海に対する障害のいかに

激しいかを物語るには充分であろう。すなわち浅海の生

(22頁より）

の体積が重力堰堤のそれの23％程度に落蒲くこと臓少

ないが，それでも80％を越えるというようなことはほ

とんどないし，また小さい拱堰堤でその厚さを著しく大

にすることは弾性体としての鋲堰堤の観念から遠く離れ

るものであるから，砂防堰堤としての機械的破壊の点か

らその厚さを増すとしても，その体績は大体重力堰堤体

積の60％以下位にとどめたいものと考える。

一
言

■

｡＠

息 写真は宮川貯水堰堤の締切堤として築設中のコン
歴

クリート拱堪堤 参

§ （付記,本榊護Hinds,1Creager, Justin:Engi-
i \…藍｡『p…,Vol_n,1950…とこ≦

が多い）

－－－9－-一

、
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砂防用拱堰堤に就いて

飯 塚 肇
(29．8 30受理）

一一ー壼季一一一王，＝一正冠唖セアーーーーー一三一一一＝？ －÷一～辱 －口－－も 竜 一一

はしがき

治山工事において築設せられる砂防堰堤は，ふつう地

上高5m内外の重力堰堤で堤体積もさほど大きいもの

ではないが，これが堤高15m前後のやや大きいものに

なると'堤体積も格段に大きくなり，経費も嵩んで来る。

この場合堤体積を減じてなお同様な強度を保つ堰堤とし

て拱堰堤が考えられる。

従来治山工事における砂防堰堤として拱堰堤が用いら

れた例はまれで，その原因としては工事施行者が拱堰堤

になじまず，また洪堰堤の安定計算の煩雑なことや，更

に適当なダムサイトが少ないこと等が挙げられる。

供堰堤は重力堰堤と異なり，両側に伝えられる側圧が

きわめて大きく，かつ基礎に諸ける応力変形も考えられ

るから′両岸及び溪床が堅固な岩盤から成る場合の外は

用いられない。しかしながら，このような拱堰堤の築設

に適する地形は，治山工事の施行区域である溪川の上流

においてこそ多く存在する筈であり，河川砂防において

も，しばしば砂防用拱堰堤の築設が行われているのであ

るから′重力堰堤との得失比較の意味からも，今後適当

な地形にあってはどしどし拱堰堤が築設せられるように

希望する。もっとも拱堰堤は一種のコンクリート堰堤で

あり′その特徴として堤厚従って堤冠の厚さが薄いか

ら′洪水時大石礫の転送が多く承られるような所で，そ

の機械的破壊に対して堤冠の増厚を必要とするような場

合には′いきおい堤体稜も大きくなり，あまり体積の減

少が期待せられないことになるかも知れないが，それで

も重力堰堤に較べればかなりの節約になるものと考えら

れる。なお工事施行に当って，重力堰堤と型枠その他の

仕様を異にするため，その実施をちゅうちょする向も考

えられるが，このようなことは一度経験すれば事足りる

ことであるから，別に問題とすることもないように考え
る｡

一般に拱堰堤の基本理念は近来しばしば紹介せられる

ように（伊藤令二？堰堤工学p. 188～，宮本正次：砂

防堰堤としてのアーチダム，新砂防8，垣谷正道：アー

チダﾑ'土木学会誌第37巻第1号), xk平拱及び垂直片
持梁両作用漣より荷重を分割負担するものとし，両者の
携承が一致する如く荷重の分担を定め，その応力を求め

5

＃

〃
〆
″
２
里

／~ﾉ
ノ ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ソぷ慈愛三＝
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3‘
ユ
〉

6

て堰堤の安定を考えるのであるが（図で1－2－3－4

を拱片，5－6を垂直片将梁とする。この両者は共通の

プリズムa－bで交る･このプリズムの夷菌における荷

重のある部分は水平拱にかかり，他の部分は垂直片持梁

にかかり，その合力は両者の講薗に生ずる鐸した各種

の荷重となる。そのために水平拱は1'－2'－3'－4'に鏡

承,プリズムa－bはaf-b''に移る。この場合鍵められ

た題意片持梁におけるプリズムの繊霞は僥められた水平

拱のそれに一致する如く荷重の分担を定める｡)，ここで

はその前に先ず堤体を櫛成する水平拱の承を考えて，諸

荷重に伴ってその内部に生ずる応力を解析する方法を述

べる。この方法は理論的には前述の水且壷割法乃至試し

荷重法(Trialloadmethod)に綾ぺて充分でないが，

円筒体理論に比してはるかに勝るものである。ただし初

心者向に平易に説明されたために冗長の嫌いばあるが，

-殻に治山の現場鈎術者にも銃まれることを翔待して，

あえて記述することとする。

〃

《
〕

1．拱堰堤の種類

拱擢堤は安定計算に用いられ為理論に従って，円筒体

選錦鯉篭(Cylindertheorydam)と，弾性理論堰堤

(Elastictheorydam)とに分けられ，更にこれら憾定

半"(Cons"ntradius)，定角型(Cons.ntangl･

及び折衷型(VariableradiuS)に分けられる。

堤体の撰片は完全な円で妹ないから円筒体理論によっ

て計算せられた応力は近似的なものである。堤体を多く

の水平拱の集合と考えた場合に水平拱が壱忌全な円であれ

",*平拱は-犠な外圧によって縮められかつ鐡備が一ノ
様に行われれば拱環の外部の形状は一定であるが，弧形譲者・三重大学農学部教授

－10－
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及びFig.2参照。Fig.2は弧形拱の中心から右半分

を坂去り，その代りにこの右半分が存在した場合に中心

に働く力を考えたものであって，Hbは軸力（圧縮力),

wは剪断力,MCはモ戸メントを示す。Fig. 1にお

けるR, Lは拱基に働く反力である｡）拱長が長く，

その中心角が大でかつ肉薄である場合（たとえば堤頂付

近，には，これらの応力は小さいが，肉厚で中心角が小

さい（例えば堤底附近）場合にはこれらの応力はきわめ

て重要なものとなる。

なお，拱長の短縮は温度降下及びコンクリー1，の乾固

によっても生じ，その影響は中心角の小さい（偏平な〕

肉厚な拱では同様に大きい。

相当な厚承を持つ大きい堰堤では，上述の外に更に地

麗による荷重やその他の不規則な荷重を考えなければな

らないから，堤体内に生ずる各種応力の釣合を保つため

に，弾性理論による安定計算を必要とするが，せいぜい

15m内外の堤高で，従って肉薄でありかつ一犠な半径

方向の荷重を考え得る治山用砂防堰堤では，こと更に煩

雑な弾性理論によるデザインを必要とせず，円筒体理論

によるデザインで事足るものと考える。しかしながら，

なお円筒体理論による堤体の安定に不安を持つ人もあろ

うと考えられるので，以下に設計例を掲げて参考とした

い◎

Fig. 1

Fi窪．2

畦
H唾

、

拱でば拱長は外力によって縮められるが，スパンは変ら

ない。従って外力を受ける堤体は変形して正端の拱猫種

の外にモーメン1､と剪断力を生じ，このようにして生ず

る剪断力はRib･shorta]mgstressと呼ばれる。(Fig.1
〈ノー〉

匙

2． 弾性理論による堤体の安定の検討

今Fig.3(1)のような，河幅40mの野溪に設けた

（2）
ｊ
４Fig．3【
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飯塚：砂防用拱堰堤に就いて

中心における堤高15m，堤冠における内弧面のスパン

.41.6m，堤冠の厚さ1.2m,堤底の厚さ3.0m,水裏面

鉛直，水表面の法1．2分，堤頂の中心角133.34'，堤底

の中心角62･の拱堰堤をとり，その弾性理諭による安
'定を考える。

､（1)不靜定反力

Fig. 1において基礎の移動なきものとし，拱は拱基

1－2で固定され，拱基4－5は取除かれてその代りに

合力Rが作用するものとすると，RはX,yの二成分に

分解せられる。この合力の計算には不明のモーメント
0

M配が用いられ，これによって9におけるx，y及び角

方向の擁みに対する方種式が作られる。これらの鍔ﾘﾍは

個灸には0に等しい。

な総上記の代りに10－11の如き任意の面で拱を切り

（ふつう中心で切る)，切り捨てた部分の代りに軸力T

が働くものとし，不明なそのx,y成分及び剪断力及び

モーメン1､の代りに洪のX"y及び角方向の溌承を計算

してもよいbこの場合には澆叺は0である必要はないが

鋲の両部におけるそれぞれの澆みの大いさは等しい。

.②拱頂の携みの方程式

(a)荷重及び応力
、

Fig. 2で6－7－8－9は拱の左の半分で，右の部

分の代りにそれに相当する不明の反力が考えられる。こ

の反力は，剪断力VC，軸力HC(いずれも卿心軸に働

く）及びモーメントMbで表わされ，すべてその大いさ

は不明である。また拱は各方向に働く外力PL,P則…．

を受ける。点2は座標軸の原点にとられ，x軸は左に＋

でy軸は下方に＋である，曲線1－2ば拱軸を表わす。

点5に中心を持ち半径方向の面10-11及び12－13で

囲まれる単位拱を考えると，この単位拱は拱頂の応力と

点5と拱頂との間の外力との合成力である剪断力，軸力
及びモーメントを受けて澆蕊を生ずる。

(b)モーメントによる震み

このような単位拱に働くモーメントは拱の廻娠（角方
向の溌拳）を生ずる。すなわ･ら

，"=鶚且…=………………('）

上式で6αはモーメントにより生ずる平面10－11及び

12-13間の角の変化であり，』Sは中心軸における拱長

で，Eは拱物質の弾性率，Iは拱の横断面における潰性
能率である。

(1)式は直梁における澆ろくに対して用いられるもので，

迩曲梁特に拱の厚さと曲線半径との比が大きいものでは

t

1+_LaL. .………．．……(2)
E=r--

Logt,－二
，一旦:匙一

r

が用いられる。上式でt朧拱の厚さ，rは中心線におけ

る拱半径である。

t/rに対するE/tの値は

"=0.00 0.10 0.20 0.30 0.40 0.50

E/t=0.00000.00830.01670.02540.03370.0424
t/r=0.60 0.70 0.80 ､ 090 1.00
E/t=0.05130.06040.06980.07960.0898

次に樹生能率は次式で示される。 ．

I=#t'………一………..(3)
（1）式をFig. 2の6－7から8－9に至る各単位拱

に適用すると亙阿薊8－9の全廻転は6－7が固定された
ものとして

動,'"=舅鶚且…、……………“
各単位拱におけるモーメン1，Mは講力の合成である

から

M=ME+MC+HCy+VCx…. .….…(5)

上式でMEば蕊位拱の中心と単位拱頂と間の外力のモ
ーメントであり，この値を(4)式に代入して

雪"'"=亘等曹十勇響竺十菖里苓箒
＋雪_堕坐' EI ･ ･･…････…-.(6)

前述のようにこの拱の一部に働く廻転は必ずしも0であ

る必要ばないが，同様にして計算される拱の他の部分に

働く澆承と等しくなくてはならない。

単位拱1 1]=12-13に働くモーメントMもまた

拱頂の点2における変位の原因になる。今仮に拱の他部

を剛体と考えれば，点5に請ける蝶番反力は点2に輪け

る変位を生じ

3x=-里坐エEI . . .…･ ・・…….. . . . . .(7)

6y=-辿望LEI "....… ･………･ (8)
上式でax及びayはそれぞれ単位拱の廻転による点2

の変位のx及びy成分である。

従って拱頂におけるx及びy方向の全変位は(5)式か
ら

璽灘ax=2M:"+蔓』響r+gfzg

一

史凸

､

《
》
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飯塚：砂防用拱堰堤に就いてI

sの値は

S=SE十HCsin"+Vbcos".….. . . . .(20)

従って剪脈力による拱頂の全澆承は

zsax=zk\gsi"…逼囎ssin'"

＋璽鶚皇sm"cos"…….(21)

Zs6y=夏鶚§c･s"+蔓署菩sin"cos"

+Z-k器皇c･s餅鯉……"…(22)
(e)温度変化の影瀞

拱頂は霞た温度変化及びコンクリートの収縮によって

変位する。湿ったコンクリートの収縮は温度変化を伴う

場合の外は小さい。ふつう変位の原因は温度の変化であ

る。

Fig. 2の単位拱において温度変化による中心線の長

さの変化憾次式で示される。

6s=4sCIw'F ．．．…．．．．．、 ．．…..(23)

上式でCFは温度膨脹係数で, Fは単位拱における平

均温度変化である。拱頂におけるその全モーえントは

亘刃3x=Z△sCJFcos".. . .……. ..(24)

ZEway=重△sCxFsinα….…．.….(25)

もし拱基から拱頂にかけて単位拱の平均温度変化が同じ

であれば（24）式及び（25）式は

菖刀6x=CIFx"…..….….……. .(26)

ZIw6y=CDFy" . .…. . . .…. . . .….…(27)
上式でX"及びy(Iは拱基に鐙ける拱の中心線の座標を

示す。

もし温度が上流面と下流面で異なれば廻譲を生ずる。

単位拱における大約の錘回転は，

a"=C刀△F(1-0.5tir)As/t….….. . .(28)
上式で△Fは上，下赫可薊の温度差であり，全廻輯は

夏△Fa"=ZC"△F(1-0.5t/r)As/t…(29)

この廻転による鈎頁の変位は

夏△F6x=ZyC刀△F(1要-0.5t/r)As/t..…(30)

葛△F6y=ZxCF,aF(1-0.5t/r).s/t...(31)

△Fの値は不確なものでありかつ堤体内部の温度分布

も不明であるから(1-0.5t/r)は薄い拱でば1とする。

⑧基礎の震み

(a)直角及力

無限に拡がる等方性物質の基礎（ここでは単億幅の基

礎片を考える）に直角な平面上の一雛な荷重による平均

僥象は次式で示される。
●

璽蝿ay==夏型祭+舅』筈=+z旦筈型

十菖鼎XW………………(10)
(c)軸力による捷み

拱頂における応力と点5と私額との間の外力との合成

力は各単位拱に動力を生ずる。この軸力は単位拱の短縮

を生じ，次式で与えられる。

as=当器……………………. (11)
6sは軸力Tによる4sの短縮であり,Aは拱環の断面積

である。

これらの靭坊向の変形は各ブロック毎に方向を異にす

るから，そのx及びy方向の成分は

ax=\cos"………"…………(12)
''--\sin"-………………(13)

αはy軸と各単位拱の中心を通る半径との間の角であ

る。

従ってTの値は

T=TE+HCcos"+Vbsinα……. . . .(14)

上式でT万は点5における薊城で，2及び5の間の外力

によって生ずる。（12)式及び(13)式に鈎頁の全モーメ

ンI､を代入して

動,，翼=雪鶚皇cos"+璽鶚皇cos薊“

＋雪響sin"cos"……….(15)

Zz'ay=璽鶚皇豊i…塁器具sin"cos"

+Z番書sin塾鰺…………(16)
(d)剪断力による髭み

外力と認噸の応力との合成力は同様に剪断力を生じ，

拱軸に直角な変位を与える。すなわち

”=筈舎…-……………………('7）
上式で6nは単鐸噂における剪断力による澆みであり，

Sは剪脈力，Gば剪断力における弾性率である。k=1.2

として罐はない。

半径方向の澆みばブロック毎に方向を異にするから，

それぞれx及びy成分に分かれる。すなわち，

ax=』静Sin"…………………(18)

ay=豐旦coS鍵"………………(19)
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飯塚：砂防用拱堰堤に就いて

3'『＝握りモーメントによる基礎の握り角

6"α=Sによる基礎に直角な廻医

6"n=Mによる基穂菌内における澆玖麺ジ

Fig.8

a'"=_"L
E万α2．．．．………･･……．…(32）

6's=署号……………………(33)

''n=g-……………………(34)
’'ず=鵲……………………(35）

，"α=鶚……-……………(36）

3"n=_鶚………………--…(37)
_上式で

M=基､嶬面に直角に働くモーメ･ン卜

T=基礎調薗に直角な軸力

S=基礎面内における剪断力乃至引張力

丹＝基礎面内に働く振りモーメント

E刀=基磯鋤質に対するヤング率

a＝基礎の単位幅

k',ka,k3pkf,k5=定数(Fig.4, 5, 6, 7, 8に
示される）

6'α=Mによる基蕊蒙面に直角な廻娠乃至変位

6's=Tによる基砿窪面に直角な変位

a'n=Sによる基礎面内における変位

Fig．4 Fig.5
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(b)堰堤基礎のa/bの決定

堰堤の基礎はかんたんな矩形でなくまたこれにかかる

荷重も不規則である。従って，その形状係数は正確には

求められない。近似算法はFig.9に示される。

すなわち，先ずFig.3(1)に示される堰堤（平面）を

引き伸ばした形(Fig. 9)に書き喪える。Fig.9で矩

形1－2－3－4を引き伸ばした堰堤と同面穣とし（いず

れも目測による)，この矩形からa/bを求める。

Fig．9
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としてはbz及びb歴を用い， ダムサイトが広く撰基の

傾斜が比較的緩かである場合にはbを用いる。

なお鍵承の式ではa及びagの代りにt及びt9を用い

る。

(c)傾斜友力に対する方程式

堰堤の拱は拱基の表面に対して通常傾いているために

(32)から（37）までの各式を変えなくてはならない。

Fig.10において1－2を単位厚さの水亙嘩喝の中心面に

働くモーメントの大いさFig．10
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飯塚；砂防用拱堰堤に就いて

（45)式における廻伝3価αば拱頂において等しい錘伝

を生じ，菱た拱挺おいてx及びy方向にそれぞれy8"α

及びxa'z"に等しい変位を生ずる。童た6<&s及びafzn

ほそのまま華の原点に移され，要すればx及びy成分

に分けられる。

倒拱方程式の集計

拱頂における全変位は，

言8α＝雪淑3座十三△がa"+6“α､ . . .…. . . .…….(51)
Z8X=碧諏6x+Zrax+Zs6X+2F'ax+三△F'8X

+y3q"+3@Scos"+3"nsinα……. .(52)
p6y=""ay+Zr6y+Xs8y+葛"3y+舅△刀6y

+x3(L"+6'zSsin"+3"ncos" . . .…(53)

これらの各式は拱の左右両半においてそれぞれ等しい

ものとすれば

A"Hc+B"Vc+C(Mc+D"=0 ..….. .(54)
A"HC+B"Vc+C"MC+Dz=0 .….…. (55)

A"窟煽+ByVc+C"M6+Dy=0.….." . . .(56)
式中αJ X及びyはそれぞれ角方向JX方向及びy方向

の撰承の式を示す。A"は(51)式の展開式におけるHc

の係数の,代癖1であり，拱の左白両部の計算が含まれ

る。同様にしてBaは.V･の傷鐵の代数和であり，他

のものも同様である。Hc,Vc及びMcの値は上式を

解いて得られる。

(5)実例による拱応力の計算

．さてこの例にとりあげたような小さな砂”壌是（比較

的厚い）では実際には充分な弾性を示さないものである

から，鋼生体としての解析は困難であるが，一応弾性理

論による安定計算のしかたを示す意味でかんたんに解所

をすすめてみよう。

先ず堤体のどの部分に最も強い力が加わるかを考えな

ければならないが，このような堰堤ではどうしても厚く

かつ撰良の短い堤底に鱸塁を生ずるので，安定計算は堤

底部について行うこととする。

昏騨の順序としては先ず第1表を作る。表中1のαは

Fig.3(3)に示す堤底部の分割された小拱の中心がy軸

となす角で，拱基に向って順次績算される。4のx及び

6のyはそれぞれ小拱及び拱基の中心軸の交点の幽票で

あり，扇の』x及び7の"yは上，下両潤の差である。

8のjsは各小拱の中心拱長，9のtは拱の厚さである。

供賦拱片は単位幅（沢）を考えているから10のごs/tは

Js/A(Aは断面蹟）に等しい。

10a, 10bは温産方程式(30), (31)の計算に用いられ

る。11におけるI"(3)式で計算する。12-19はす

べての狭方謹式に現われる値である。20のPは小拱に

かかる水圧で，水圧は62.5h(ft単位）であるからこれ

斜した拱基斜面に分散する。拱基の単位幅に直角なモー

メントはMSinウで, (32)式のM値である。これに更

にSmウを乗じて撰面内の成分変動減

''"=-*si"……………….(38)
で与えられる。式中の惨は（32）式のagを置き換えた

ものである。

モ戸メン1､の平行成分は単位幅の基礎片について

Mcos申乃至ハ侭inV,cos申であり, (35)式に示される

基礎面内における振り変形を生ずる。この涙.り変形は撲

面内において次式で与えられる成分を持つ。すなわち

fWs,s''…………(39)
軸力Tは同犠にして直接蕊形を生ずる。

a's-Wsin''………………(40)
拱基に剪断力として働く平行成分Tcosウは(34)式を

蕊形した変位を生ずる。すなわち

a"S=-鶚竺si叫屡｡s吻………….(41)シ

k'3の値はk詔と同じであるが，この場合b/aはa/b

糎,代る(Fig. 6)
薩灘蕊剪断力の影響は基礎片の傾斜面積によっての象変

って来る。すなわち（34）式を麹移して

’'興=-=｡"………………(42)
． （36）式及び（37）式は夫を

'""-gg-smII'--…………….(43)
a"n=､s!”…-…………(44)

(d)基礎に関する諸式の隻計 ・

拱の基礎の全斐位は（38）式から（“）式迄を集計し

て得られる。

'""=*｡…+言鶚sinW,cos*

＋-鶚…1-………(45）

'"s=f｡…+-苓姜sin#,cosI, . .(46)
'･n=gf-s"'+#s"'………(47)

式中aは拱基における擬家を示すもので,M,T及びS

‘は⑤式(14)式及び(20)式で示される供に対する最終

の値である。

(e)拱頂の湊み
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飯塚：砂防用拱堰堤に就いて

第1表 拱応力の計算
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に小拱の外拱長(ft単位）を乗じて得られる。このPは Pyによる各小拱の中心におけるモーメントを示す。 25
更にy及びx方向の成分に分ける。すなわち21のPy 及び28では各小拱の中心の水圧の集中荷重による全モ

及び22のPxがこれである。なお22には拱頂に考え 一メントは各小拱に対する各項の代数和に等しい。しか
られるH1 (水圧×拱の中心半径＝撲環の刺IXIT)で示 しながら，水圧荷重は実際には集中せられないから，こ

されるf這意の"<平荷重が加えられる｡この水平荷重朧外 れらのﾓｰ裏ﾝﾄ侭‐糠な直角荷重に対し大約f.sPの
力によるもので，遁宣片持梁のモーメントを保存する 誰瑳を伴う。なお28のモーメント成分は，25及び29
が，これは実際にはきわめて小さいものである。次に23 の値とは方向が逆であるから負の値をとる。さきに23
の蚕Pyは各小猟鋪における水圧のy成分であり，26 及び26で示した雪Py及び雪Pxの値は拱端において
の葛Pxでは, Pのx成分はH1と方向が反対である は正しいが，中心では正しくない。従ってこの値は軸力
から，上棚から順次減じてゆく。30のMEの値はそれ 及び剪断力の式に用いられる場合には拱端の値の率均と
ぞれ△x及び△yを両点間の鰹誰とする穣算荷重成分の ならなくてはならない。この平均値は34及び35に示
モーメントを示すものである。24の△x%Pyは雪Pyに される。この両者は(15), (16)式のTE及び(21),
対するモーメン1､の増加を表わし』25の雪(△xzPy)は (22)式のS週の計算に用いられる。なおT騒及びS海
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飯塚：砂防用拱堰堤に就いて
一－－

kl～k5の値はFig.4～8から読める。また各項から

因子-告の消去を可能ならしめるために璽Jf/E"=Jを
各項に乗ずることとする。No. 8, 9は(45)式の最初

の二つの項の定数部分であり，その和No.10は(48)

式の定数Eを表わす。No.11は(45)" (47)両式の

最後の項の定数を表わし，また（48)，（50）両式の(F)

を表わす。No.12, 13は合して(49)式の定数(G)を

表わす。No.15は(50)式の定数(H)である。

第2表で得られた4ケの基礎定数を未知の拱頂の諾応

力及び既知の〃郷荷重に対するモーメント，軸力及び剪

断力の諸式に導入するために第3表を作る。

嫁次式で与えられる。

T海=gPXcos"+ZPysin"..........(60)

S露=ZPxsin"+XPycos"…．….. .<61)
（15)，（16)，（21)‘（22)式の軸力及び剪断力はこれら

の値を代入し変形して

（15)式では

璽釜_cos"-÷重伴c､s霞鱈菖Pウ

÷÷蔓(\sin"･･…Py)……(62)
（16)式では

でT△s ，
－－瓦言…=-告璽倖si…｡s"zP4

＋÷葛(羊s迩璽"zPy)……….(63)
（21)式では

蔓雲菩sin"=÷舅(等in‘""Px)

＋÷夏(\sin"c･､a雲P了)……(64)
（22)式では

雪』譜c""=÷舅(-fas!…｡s":sPx)

＋÷雪(羊c-Py)………(65)
これらの展巌式に対する値は36～41に示されている。

第3表基礎の携みに対する拱頂の

携承の定数

(x,yの値は拱基の値）
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正負の符号

拱軸の拱頂点2(Fig.2)を座標軸の中心としJ Xは

左に，yは下方に正であるから，携欺の成分aX, 3yは

それぞれ左及び下方に正，廻転は反時針方向に正であ

る。刺ﾜｺ，剪附繭及び荷重は拱に圧縮力を与える場合は

正で’モーメント､は内弧面に張力を生ずる場合は正であ

る。叉温度降下憾正にとる。
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A鰹についてばHcの単位値による錘伝((6)式の第3

項)は,僥象の要素としてのy等を与える｡拱の左半分
ほ正のHc憾正の廻転を生じ，その反力は右半分に負の

廻転を生ずるが，左右両部の撰欺が等しい場合には正の

値をとる。なおここに（48）式の拱基の捷承の影響が加

えられなければならないが，この場合M難に対しては

H"yが, S1に対してはH@sinaが用いられ, y(Z(E)

及び(F)sinaは第3表腫示されている。拱基の廻i伝と

同方向である。

x方向におけるHoに対する係数A"((51)式）は，

モーメント，軸力，剪断力を含承(9)式の第3項，（15）

式の第2項，（21)式の第2項及び基礎の変位による影響

から成る。正のHcの廻転効果は拱の左半分に正の澆拳

を生ずるから，△sym/恥は正である。拱の右半分のX方向

の撰拳は負であるが，移衷によって正となる。同じ理由

I
0Bx=Ay

+6.1901+6. 190
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でz(△=ai")及び翼(△竿")艤正であ患。
Hcによる拱基の廻転による角方向の澆易息は，x方向の

僥承を生ずるものであり，この値臓第4表のAaの第2

項及び第3項にyを乗じて得られる。y"(F)sina､は

(50)式の最後の項に照して2倍の値をとる。

拱基のHcによる変位は，(49)式から

'"S=T(G)=H｡coS"(G)

この軸方向の変位のx成分ほ

び"ご＝1ぃズノー上1《3cosa
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飯塚：砂防用拱堰堤に就いて

』

6"ScosQ:=T(G)cos"=Hb(G)cos3"

この成分はA鰯の第6項として記されている。

Hcによ・る拱基の剪断力は, (50)式から

3"n=S(H)+M(F)=HcSin"(H)+Hcy"(F)

このx成分は

6{znSmq:=Hc(H)sins"+Hcy"(sin")

上式の第1項はAxの第7項に第2項朧第5項に含ま

れる。

すべてのこれらのx方向の変位は拱基に向うものであ

るから正の値をとる。

y方向の澆承の式におけるHpに対する係数Ayは正

の拱基の変位を示す(10)式の第3項，（16)式及び(22）

式の第2項から成る。正のHcに基く廻転は拱の左右両

半の拱頂点を上方に変位せしめる。従って翼(4sxy)/Iは

左右共に負であるが，右側は移項により正になる。正の

Hcの軸力成分は左右共に正のy方向の変位を生ずるが

右側は移項により負になる。正のHcの剪断力成分は左

右共に負のy方向の変位を生ずるが，右側は移項より正

となる。軸力及び剪断力に関する項は符号及び、因子を

除けば同様である。

拱基の各項の誘導健Axにおけると同橇で，ただyの

代りにxをJ COS"の代りにsinaを用いればよく，符

号はそれぞれの方向によって与えられる。

他の諸係数及びその符号は同様にして決定せられるが

ただ左側における正のVcに対する反力は右側における・

負のVcとなることに注意しなくてはならない。なお

=Py,"Px及びM恋の値ほそれぞれ第1表の23, 26,

30の末尾の値であり,Eの値3,000,0001bpersqin.

はlbpersqft.に直して用いる必要がある。

<8）拱頂に働く内力の計算

（54)，（55)，（56）各式に第4表の値を入れて計算す

ると

Vc=0

Mc=+136.9

Hc=-56.5

Tc=H1+Hc=+4.2

⑨応力の計算

拱頂以外の諸点の応力は（5）式及び（理）式，（20）

式の軸力及び剪断力から計算される。

最外側の繊維応力（すなわち，中心軸に並行な応力）
&生

’‘=〔÷+￥(｡馳十愚)〕了最r…(66）

fi=[-fL-\(05t-g)]了暴F…(67)

上式でrは拱の中心線に至る半径で，eは中心軸の（小

拱の）偏心量である。もし拱の厚さが一定で勘れぱ，

r+0.5t=rc, r-0.5t=rzである。

第5表

n=2.8,"=22, J=0.75,F=10｡,△E=4。

｜左拱基|拱頂|右拱基函 数
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XPy
Ty=軸力のy成分
Tysin"

T=TXcos"+Tysin"
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1.3321
＋49.4(＝3:2

_74.61健脚cm3)

上表によると，堰堤の下底に作用する応力は，洪頂で

は，外獅面に圧応力を，内弧面に鎭力を生じ，かつ後者

はきわめて大きく，ようやく許溶限界内にある。また拱

基でば外弧面に僅少の圧応力を内弧面に張力を生ずる

が，この張力は撲頂における程大きくばない（応力の許

容限界はふつう醗筒力を40kg/cm3琴6001b/ing,張力を

5kg/cm2=751b/in2とする)。なお前述の応力計算は一

般に拱形が左右対称でない場合も含めて一例として行っ

たものであるが，計算の過程において承られるように，

撰腰堤が葎対称である場合にほVc=0であり，これ

に伴ってVcの偶鐵B",Bx,Byの計算は不要となり，

またAy,CyjDyの計算も左右対称であるために不必

要となる。なおこの場合注意すべきは，中心軸の偏心量

ほ無視してど＝0とされているが，正確には前述ど/tの

表で計郵されるようにt/r=0.5, e/t=0.0424, E=4.17
となるから，分子のrcの値をこれだけまえなければな

らないが，これば応力を小ならしめて安全側である。ま

た温度変化はF=4.,AF=2。としたのであるが，これ

は過小の嫌いがあり，この温躍更化が大きくなると圧縮

力も張力も共に著しく大きくなる。一般にFはコンク

リート堤体内の扇笥，最低温度の差であるから，その築

ﾛ

一

I
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飯塚：砂防用拱堰堤に就いて

設はなるべく気温の低い時期に行う方がよく，コンクリ

ートの発熱量が小さければそれだけ温度応力は小さくな

る。

また定角型以外では，中心角は下底に至るに従って小

さくなるが,堤底の応力が非常に大きく承る場合には，
その中心角を出来るだけ大きくとる必要がある。何とな

れば拱基でも鈎頁でも応力は調享及び中心角の特に後者

の増加に伴って小さくなるからである。

⑩拱堰堰の平面形

前述の弾i2錘論による計錬例は，Fig.3,(1)の堰鎚こ

ついて行ったものであるが，堤頂の中心角は2α＝133.

34'の理論値（拱面積は2α＝133.34', r=0.5441･の時

最小である。なおIは拱のスパンで半径憾外弧に対する

もの(r"),拱の中心線に対するもの(rc)，内弧に対す

るもののいずれであってもよく，それぞれこれに対応す

るスパンである｡）とし，堤底では2α＝62｡で，きわめ

て小さい値をとっている。この堤底の中心角を大きくと

ろうとすればI,Fig.3(2)に示すようなオーパーハング

を生じて工事施行上からも堤体の安定上からも面白くな

い。しかしながら，堤底の応力が過大で，堤体の安定が

期せられない場合には，若干のオーパーハングは止むを

得ざるものとして，堤底の中心角を大きくとるようにし

なくてはならない。
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Fig．12

を増し，図のα＝29.に対する堤底1－2－3－4に対し

て，α＝68.では堤底1－5－6－7で同様な強度を持つ。

ことになるため,体穣の面からも堤底の中心角が小さい
ことは不都合である。なおこの定半径型は水表面または

水裏面を錨菖となし，他に一定勾配の法を持たせ得るき

わめてかんたんな形を与えるから，工事施行がきわめて

容易となる利便があり，他の条件さえ満足せらるれぱ，

この型を用いることも箭割簿である。さて，堤底の中心角

を大きくとるためにFig.13に示される定角型を考え

ると，この型では，図の右半分Rではオーパーハングが

はなはだしく，到底採用し得ざる形であり，また図の左

畠崎Lでは，このオーパーハングを少なくするために，

各標高の半径をRにおけるものよりも長くとることとす

ると，その結果オーバ戸ハングは少なくなり許容し得る

程度のものになるが，これに伴って，正常の形を保たし

むるために基礎の堀さくを当初予定した0－5の点線で・

示される位置に保とうとすると，堰堤の形は1－2－3－

4－5－6－7－8－9の太鍵で示されるような不安定なも

のとなり，これ亦施行し得られない形である。従って定

角型では余程条件が揃わないと設計困難な結果を招来す‐

る･

側円筒体理論

拱堰堤に対する円筒体理論に鐺いて応力(stresses)

は等しい外径（半径）の薄い円筒におけると近似的に同

犠なものとせられるa

Fig.型を参照して，直に水に侵した円筒中の単位高

さの円環1－2を考え､ると，直径に直角な全荷重は

2w2hr@である。

動：円環の外側半径

W2;水の単位重量

に可

』

必

(Fig-11参照，ふつ

う琴Fのオーバーハン

グが許容せられるのは

下流面についてである

が，砂防堰堤では上流

面は譜没後間もなく土

砂で埋められるもので

あるから，かえって上

流菌における篝Fのオ

ーバーハングが許容せ

られてよいものと考え

一

Fig．11 られてよいものと考え

る）

定半径型では堤底の中心角はなお小さくなる。すなわ

ち,Fig.12の左半分に示すような形状でば溌頸の中心

角を133.34′とすると堤底の中心角は2α＝14.となり，

これは使いものにならない。ただしこの場合堤頂の中心

角を2α＝160･にとれば堤底の中心角もそれに伴って増

加し，2α＝40.26′となるがそれでも過小である。なお

同図の右半分に示すように河床の幅が大きくなればそれ

に伴って中心角も増し（2必＝58.),更に鑓頁の中心角を

2α＝160。にとれば，堤底の中心角は2α＝84.26′で充

分用い得る値となる。また堤底の中心角が小さいと堤厚

－20－－
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Fig. 13

すと最大応力と平均応力とは幾分異なるものとなる。

、 実用上最大応力と平均応力とはあまり変らぬものとして

（67）式は

t=w"jr'f …･…･…･……... .(70）
（68）式を変化して

t=f鶚急h……………=……(70a)
叉は

ヒー澤扇署.…………………. (70b)

ノ

－司氷姦面

==W

割－，＝ユ施一

！

I鮓~f ~Ziiと－

1－；
霞"ﾜ#澆努芳壽誘卜"'7

Fig. 14
rc:円環の中心線の半径

r霞：円環の内側半径h：水表面下の円環の深さ ｡

従って円環の軸力は ‘
獄無堤は完全な円筒でばない。従って（67）及び（68）

T=w2hr@……．．．．．．．．.．．．．……(68)
式で計那される応力及びディメンションは，ただ近似的

また平均単位軸力（圧縮力）は，
に正しい。しかしながら，アメリカでは多くの堰堤がこ

f=__L=w"型と…….. . .…. . . .(69)t t のかんたんな理論により設計され，かつ碑蚕することな
、

く現存している。従って砂”墜是の如きかんたんな溌造t=円環の厚さ

しtがrcに比して小さければ,最大単位癒力は平均 ？f嘩菩腫響壁唆響喧黛父賛えられもしtがrcに比して小さければ’最大単位応力ば平均 た場合には，進んで考えられるべきものであろう。
応力（平均単位軸力）と余り変らない。もし円筒壁が，

比較的厚ければ応力分布は一様でない。厚さが非常に増 ｛1リ円筒体理論による拱堰堤の設計

一一21－



飯塚：砂防用拱堰堤に就いて

ここで前睡のFig.3(1)の如き撫腱堤を円筒体理論に

基いて考えることとする。

先ず堤体のディメンションは中心部で，

第6表

f"苣必2 h=o、を=α・

4‘l ノ

番グーふう6
－

56 ルー3．遊毒｡‘忍恵

0001 lft,ﾋ職痴
h t=wshrc/f

ft
rc

夕

0 0 78.72
9．84(3m) 0.0154 75.77

19.68(6m)1 0.0308 69.70

"(,;$| :鰯灘
49.20(15m)L里.0772一望6.24
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円筒体理論による堤体各部の厚さは上表の通りで，

Fig. 15の1－2－3に示されるような断面形をとるが

砂防堰堤として最小t=1.2mを考えると,各部の厚さ

に1.2mを加えて1-2-5-4のような形となり，更に

5－7－8のオーパーハングを除くと結局堰堤の中心部に

おける断面形は1－2－6－4のようなものになる。

ここで（69）式によって堤底の単位軸力を計算すると

f=8.2i31bjftm=3.7kg/cm3
となり，堤体の許容応力よりも臆るかに小さい。なおこ

の値は同様に弾性理論によって導かれた堤底における拱

頂の圧応力（第5表による計算値）と大体同様であるが

張力の存在は不明であり，従って円筒体理論による計算

の象では危険な場合もあり得るが，一般に治山に用いら

れる小砂防堰堤ではその設計施行に細心の注意が払われ

れば，円筒体理論によるかんたんな計算で差支えないと
いえよう。
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Fig．15

側重力堰堤との体積の比較

Fig. 3(1)に示された撰湛堤と同じ位置にFig.16:(1)

の如き重力堰堤を築設するものとし，堤体の安定のため

に断面形を同図の(2)の如きものとするとその体裁は

113,295立方呪となり，Fig. 3の拱堰堤の体積26,374

立方眼の約4.3倍である。ふつうこの例のように拱堰堤

（9頁下段につづく）
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概 説

琉球政府は，アメリカ山林局の指導の下に，航空写真

を利用して，森練資源調査を1951年秋から1952年の

春にかけて実施した。

100以上にわたる琉球諸島の内，北緯29。以南の主要

な39島（その他の残りの小島については，それらの調

査結果を適用した｡）を対象として実施したが，この調

査の準備とその企画ばすべて米国の専門家がデザインし

現地調査は琉球側の8名が参加して行った。

北緯29．以南の全島喚の測図総面稜は34.17平方粁で

あり，その主なる島別の面種は次の如くである。（単位

平方粁）

航室写真を利鴎する

森林調査
－復帰した奄美大島の森林一

口

遠藤 隆訳｡

(29 8．16受理）

奄美大島 8．00 徳之島 2．45

昭和28年12月25日をもって日本に復帰した奄美大。 沖永良部島 0．93 沖繩島 12.25
宮古島 1．62島の森林について，嘗て米軍の指導の下に，琉球政府が 石垣島 2．17

航空写真を利用して森林調査を実施した結果について， 西表島 2．85
その概要をここにしるす。 これらの島だほ，互に遠く離れているため，交通はは

航空写真を利用する森林調査ば，米国を始め各国にお なはだ不便であるので，調査にあたっては琉球全体とし

いて最近非常に盛んとなり，その数盈の利点について報 て考えるよりもむしろ群島別にこれを扱うことが便利で

告されて諮り，我が国においてもその研究が推進されて あった。また，島内の道路も短くかつ狭く臆とんど発達

きている。 しておらず，地形も海岸から切り立った島をで，山もあ

林野庁に聴いてもその基礎的研究とその事業化に鋭意 まり高くはないが嶮岨で，潅木類が多く繁茂しているが
努力されており，昨年東京都水源林（山梨県下）におい 一般に立木は短かく細いものである。
て応用研究饗により，日本林業技術協会測量指導部の堀 里近い山は一般に過伐されており，大部分潅木地帯を
江次長，文部省統計数理研究所の石田技官，林業試験場 なしているが，奥地にはなお原生

＝

、

林の大友技官，中島技官等の研究グループの行った中間報

告がプロテストとしてあるが，更に29年度からば拡張

してこの種の作業がすすめられることになっている。

この機に，日本に復帰した奄美大島で嘗て実施された

この種の作業について知っておくこともまた意義のある

ことと思うので，その概要を報告することとする。

ここに報告しようとする蕊料は，琉球政府がF.A･O

に報告したところのもので，調査の概要しか記述されて
いないが，その数理的内容については，文部省の統計数

理研究所の石田正次氏をわずらわして御教示を戴き』御

祷討を願って樵しておいたが.細部の問題については
こﾉ､報告鴇:だけではなお不詳の点もあったのでこの点臓
御了承を願いたい。

(ReporttoF･A･O､:R､N.Cunningham,MaCkay

Bryan&KarlMoeSSner.)
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遠藤；航空写真を利用する森林調査
ー

QuexpusSPP･

Schimaliukiuensis

Distyliumracemosum

ぁ

及び針紫樹としては習癖松がある。

Pinus luchIIensis （オキナワマツ）

参考のため森林統計を付記すると次の如くである。

源表

(カシ類）

(イジユ）

(イスノキ）

森林菱
レーーロ■一一一

’ |総慧獄｜I |壽灘’
年伐採量（1951～52）

総土地面砿 森糾澗積

ha
200,645

71,280

84, 175

4,203
40,987

内利用材溌
用材｜薪目 材｜薪材

mB m3
204,820 838,490

9】,050 l .153,960

107.380 1 144,800
，

2,450 1 18,820

3,940 1 21,410

琉球全体

沖繩群島

奄美群島

宮古群島

八重山群島

ha
341,700

141,0m
122"lO0

21,900

56,700

1,0"m3;
13,954

1,0[x)In3
5，987

949

3,080

57

1,901

が
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

４
３
５
４
２

〃
Ｊ
Ｊ
〃
〃

ブ
｝
７
６
６
２

３
２
０
９

５
２
１
１

2483

6,880

0,215

4，426

●

－－－－

更に本調査に満いて企画された結果から得られた統計、 球全体だけの数字を示すこととする。括弧書の数字はそ
によれば次の如き樹種別』径級別盗源表が発表されてい の内の利用材積を示すものである。
る。群島別にその結果が報告されているが，ここでば琉

樹種別，径級別総材積及び利用材積表 （（単位m3)

一
）

胸高置屋
嶽論-哩邑壁| 12cm未満 12~26cm ｜

’ 坐c､以上｜
(236,400)
748,700

(72,900)
. 103,500

(59,500)
403,600

(59,000)
122,8"

(17,600)
35,200

(2,000)
3,900

(25,400)
52,700

’27～43cm 計・

(5,987,200)
13,953,800

(1,445,200)
2,359,200

(2,144,300)
52040,10O

(257,900)
469，600

（156,6”）
257,200

(115,700)
225"230

(1,8p7,500)
5,602,500

”

ｎｏ
●
和
０
凸

Ｉ
ｔａｕ

一
一
迦
一
唖
一
和
一
趣
一
麺
一
恥
一
知
趾一

》
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６
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鮨
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１
１
１

１

計
シ
イ
シ
キ
１
他
酷

(4,｣",SOO) (1,591,500)
5,573,800 2,873,800

(6",40Q) (527,90Q)
984,100 595,300

(l,42Z,5QO) (632,300)
2,085,100 1,087,700

･(195,QQQ) (93,900)
139,mO !64,500

(86,5QO) (52,500)
114"500 82,200

（94,5CO） （19,200）
124,400 28,900

(職粥) | (:":（265,700(265,700)
－－－ q -

speciaIBull.No.2)'

ノ
・

ジ

ｑ

叉

総
マ
シ
カ
イ
イ

その

－

(<:RyukyU

一‘

～
調査計画の概要 分した。そして，ランダ．ムに標本小区劃を抽出して，写

真上で判読測定し，その測定結果を更に地上の現地にひ

調査方法は，米国山林局が東部米州で行った方法に準 きもどしたものをもって抽田標本単位とした。そしてそ

じて実施したものぞあったが，東部米州でやった方法と のN価の抽出単位に対し，調査に関して次の如き標識を
相異しているところは次の点である。 付随せしめている。

1・ 立木地以外の地域も含めてこの調査の対象とした a)森林であるか，森林以外のものであるか
2．航空写真を利用して総蓄破を推定した。 b)航空写真による森林構成（主に樹木の大いさ）
しかし，日時や経費に制限されたため』本調査も精度 別にそれぞれクラス分けしてそのどれに属するか

が低くならざるを得なかった傾向にあったことは杏めな c)航空写真上において判読した蓄談(x)
かつた。 d)現地調査において実測した蓄稜(v)

この調査の対象は′北緯29･以南の琉球諸島で，調査 ・ これらの標識をもつ各抽出単位に対し，一先ず等しい
の目的は森林の構成状態(主として樹木の大いさ）別に 抽出確率を与えて母集団としている。
蓄稜を推定した。 調査の主なる手順は，

本調査を実施するための抽出単位としては，航空写真 ①調査対象地域全体の航空写真を準備し，利用産の
を利用して全対象地域を(N個の）等間稜の小区劃に区 高い土地利用級別にそれぞれの占有劉合を決定する

－24－
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遠藤：航空写真を利用する森称調査

ために，航空写真に等面被の区劃をした透明格子板

をあてて，その区劃の個数(Stereodot)を数える

②①で決定された個数の割合によって，それを土地

の利用級別に分類し，それからランダムに抽出され

た標本区劃について，詳細に判読して，森林の地利

級別あるいはその他の林地の利用級別に，その区劃

の割合を算定すると共に，総体的にそれらの森林に

おける1エーカー当りの蓄穣を算定する。

③航空写真から判読した森林の標本区劃の約'んに

ついて，更にその精度を高めるため現地調査を行い

その判読蓄稜の精度を検討して蓄積推定の1鍾E因子

を確定する。

④現地調査によって，抽出標本地点の林木の職成樹

種，立木の大いさ，材積（材質）及び成長量等に関

するデータを得る。

⑤抽出した標本の現地調査により，その面穣を把握

し，かつ適当の単位で森林の蓄積を集計ずる（取纏

作業）

なおその行程について図解して示せば次の如き順序と

なる。

蕊議簔 全調査地域

(N個の小区劃に区分する）
『
》

詞
》
．
》
調

蕊溌驚篭
鱗鍵

①a)

妙 、

忍押鋤

↓

鐘灘 標本区鋤(nｪ個）を抽出する
｝

↓
鏑 緋で………識襟膳罰

(n3Im)を抽出する。

， ／ハ、、
立体鏡で各小区劃の銅派を詳細に判続測定する

、／八、…………噸,“
②b)

雲譲鍾謬鯵篭夢鐘謬 の階級に分類する｡そして写真上で'各c)
小区劃の蓄稜を測定する。

｛↓ ↓ ｛ル ↓↓
各級から森林構成別標本区劃(nw"

③d) 鯵零 醗鰯鑑
④ を抽出する。そしてその対象各小区劃に| !

’｜ つき地上鯛査(実測)をして蓄徴を求め
l i

､" V ,し ツ 対y る。

⑤ fl(I,.jf2(m,")ff(,,:z).. . . . ...f"(',z)

回帰1筆を計算して，第も級の藤蕊鬮資を計算する。

●

r一
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遠藤：航空写真を利用する森林調査

写真判読作業

次に，大体16点にエつの割合で，2,480点を抽出し

てその標本区劉を実体鏡で判読して，更に詳細な分類を

行った。この様にして抽出された標本のうち,J,554点は

森林，926点は森林以外のものであった。

すなわち，第一段階として等面稜の小区劉を数えた際

透明格子板の1吋平方の梓から1標本区劃を抽出し（写

真1枚につき最高12点）て，針で印をつけ，それを○

でかこぶ番号を付した。そして抽出決定された標本区劃

を更に詳細に判読して，特に森林であるものについては

更にランダムに抽出して次のクラス別に分類を行った。

a)喬林，溌休，その他の林型別

b)針葉樹林，広葉樹林,針広混交樹林の綱目別

c)高台地，山腹，平地，霊地の地形別

更に，この作業について漂識をもって詳記すれば，森

林であるものの標本区劃数、ｪrのうちから，鞄個をラ

ンダムに抽出して実体鏡で視て，それぞれ上記の如き内

容によってk個のクラスに分類したbこの各クラスの個

数”‘の“に対する割合(Pf-X')をそれぞれ次
の如くすると，

P1, P3, ･ ･ ･ ･ ,P", ･ ･ ･ ･ ,P"

それぞれのクラスの面積は次の如く表わされる｡．

ar･.f=A･P／･墓

すなわち，f番目のクラスに属する森林面稜A･PJP･

Pfの推定値が求められることとなる。そして，次の如

き三つの測定法により写真上で各クラスごとにその標本

区劃内の1エーカー当平均材積を航空写爽用材隙表（後

掲）をひいて求め，それぞれ抽出された標本区劃の蓄穫

(x)を測定した。

1)PamllaXWedge法涯よって優勢木の平均樹高を

測定

2) CmwnWedge法淀よって平均樹冠直径を測定

3）樹冠密変計によって樹冠の欝閉度を測定

この航空写爽用材積表ば中部アメリカにおいて，米国

山制掲が使用したもので，中米の広葉樹に憾あてはまっ

ているが，琉球の森林においてば不適当であった3それ

ゆえに現地調査によって，この材稜表を補正して使用し

た。

以上の写真上に針で印をつけた各点の標本区劃の分類

写真判読及び誓潅韻ﾘ定の諸炎掛は，標本カードに記録し

て保管した。

母集団と調査単位鳴本区劃の算淀）

詳細な地図は，二三の島についてだけしかないが（そ

れらの鳥にはほとんど澗地ばない）この作業においては

一応その他の島喚の写真についても同じ精度として取扱

った。それらの調査対象全地域の航空写其憾すべて，直

接写真複写犠でコピーをとったので』写真作業や舞池調

査用の図面を容易に作成することが出来た。この謝控写

真は1946～47年の間に6吋焦点瞬誰の地図用カメラで

パンクロフイルムを使用して20,000沢の高度から全島

幌を撮影したものである。前述の様にやや低空で擬謡し

た沖繩及びその他二，三の島を除けばその密瀞写真は不

鮮明であった。（これは米国において一般に使用されて

いる縮尺の､のよりはるかに小さい縮尺のものである)。

しかしこの様な小縮尺(1；40,000)の写真を末鵬した

ものであっても，費用の多くかかるところの地上識査に

比べてよりよい調査詰果が得ら救災ことば，大いにこの

調査においても認あられた。

、この作業は先ず調識象馳域の全ての航空写真を準備

して，一吋珂Z方（2.5糎平方）に16の等価稜の小区劃

のドツ1､のある透明格子板を各写蕊にあて，写真上の実

面横のドツ1､の数を次の四つの土地利用級釧に分類して

算定した。その結果は次の如き割合となり，その総個数

(N)は約42,933ドットであった。

水 田1,908ドット（4％）

高台耕地10恩368ドット（28％）

森林26,848ドット（60％）

その他3,809ドット（8％）

対象総面積341.700ha蝿図から測定した）につい

て，この比率をあてほめて承ると，全森聯|面積は約200.

645haであることが推定された。す厳わち，この面積の
決定に対する推定方式ほ次の如き考えによっている。

蒋淋のしめる割合(Pr)の決定については，前雌の如

くで，等種稜の小区劃(N)の中からラン〆ムにn1個

を抽出してそのうち森林であるものの個数を(n,/)とす

れば，

Pr=聖上.．……．.→A･P/=aj"→Ar
nエ

という様に推定森林面穣(a/)をもって全森林面積i(A.r)

の推定値を算定している。 ′

かつ，この森林の抽出誤差は，1％以下（20点の内
19点）である。

抽出調査の誤差は，勿論より狭い土地や個公について

は，より大きなものである。

一

一

ｰ

、

凸

一
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遠藤：航空写真を利用する森林調査

琉球において利用した航空写真用材積表

(S.R.Gevarkiantz&L.P.OIsen氏の適用したもの）

樹’ 高 (m)胸高直径
C画1

胸高断面積
nl3

1612 1 142 4 6 ].08

材 糖 (m3)
－

9

1
．

’
’ 一

一
一
一

一
一

、

４
．
６
８
，
画
睦
鴫
旧
鋤
翠
泌
妬
調
釦
如
印
印
池

0.00126

0.00282

0.00502

0.00785

O.01130

0.01540

0.02010

0.02540

d.03140

0.03800

0.04520

0.05303

0．06150

0.07070

0. 12550

0. 19623

0.28250

0.38450

０
０
３
０

哩
醗
睡
幽
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材積＝胸高断面綴×樹高×材積係数

現地（地上）調査地点の決定 急峻な内陸地帯のものは調査の比較的容易な地域よりも

航空写翼用材磯表で測定した材績は，その精度が不明 少く抽出している。それゆえにこの調査では比較的里山

であるために，更に現地(地上）調査を行い，その精度 地帯にそのウエイトをおいて調査地点を抽出している。

をあげるために，写真上で判読して詳細に分類した標本 結局』現地調鐸也点の割当方法は1調査地点の調査費

区劃(na.f)のう､ら約200点を現地軸上）調査地点の と，材穣分散の内容とにウエイトを紫いて決定した。

標本区劃(n3.f)として抽出を行った。 すなわち，次の如く，奄美犬島群島における標本区劃

この現地調譲也点の配分については，便宜上及び林分 443点の内から100点の現地調査地点を抽遥した。3つ

構成上の相違を予想して，琉球諸島を三つの群島に分け の主要群島のそれぞれに同様な割当方式を適用してそれ
て次の如く割りふった。 ぞれ抽出している。

1．オ卿（奄美大島群島） 100 各蓄稜層における地上調査地点の配分は次式によって

2．中部（沖繩群島） 30（1950年に既に調 いる。

査を行ったけれども）

NM="/舞警(NS)3．南部（石垣・宮古島群島） 70
この調査においては，実際の現地調査にあたって臆ラ ただし, clfは第葱級における経費のインデックスで

ンダムに抽出を行った地点から多少のずれがあったこと ある

。'‘=箪禦嚇潔品鑑譜簡
を認めているし，散在する小島は交通がはなはだ不便で

あ鳥ため，現地調査からは除外しているが，ランダムサ

ンプリングの建前から幟特に前項の如きことば,確率論 すなわち，琉球は多くの小さ撫鴫からなっているの
的には疑問祝され意味を失っていることを指摘しなけれ で，現地調査地点をランダムに抽出した場合には，その

ぱならない。（訳註)（詳細不明） 調査範朋は非常に広く，かつ，各鳥が互に遠く､はなれた

調査菱が一調査地点当100＄もかかる様な大きな島の 交通の不便のところであるために，調査費も非常に量む
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遠藤：航空写真を利用する森林調査
－－－

奄美大島群島における現地調査地点数の抽出
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ことになるので，一定の精度のもとに費用永最XI､になる

ような地点の割り当法を行っている。つまり，はじめは

各標本区劃の抽出確率を等しくして抽出を行ってきたが

現地調査地点を抽出する場合には，分散の大きなクラス

には多く，分散の小さいクラスには少く，調査地点が当

るように，また識用の多くかかるところの調査地点は少

くあたる様に，それぞれ抽出確率を変えて抽出を行い集

計に際してば，それぞれの地点数とそのクラスの占め患

面積との劉合いに従って重承をつけて結果を出,している
この方法はNeyman-Deming法と呼ばれているもの

であって，このように変化にとんだ地域で，単に蓄稜だ

けを推定するような場合には利用できるが；この方法は

集計に非常に莫大な手間を必要とするので，複雑な分析

を行う場合にはこの方溺ま必ずしも有利ではない(訳註）

計画をあらかじめ樹てる為に，写真で雲誹繼寛厚より，そ
の地点の充分な穏擦を行った。一般に，急嶮な地区，滝

水溜及び密生林地等は避けて，もっぱら尾根筋を通る様

にした。

立木調査につb､ては，次図の如く半径35.6nlの円内

(0.4ha=1エーカー）にある胸高直径44cm以上の立

木をすべて測定したが，その様な大きな御まほとんどな

かった。一般には幅8xn長さ33.5nlのトランセクト（面

"0.1ha='/4エーカー）を設けて，その内にある12~

43cmの胸高直径の立木について測定をした。そして12

Cm未満の立木については，幅2nl長さ12～13mのよ

り狭いトランセクト（面資0.02ha='/20エーカー）内

のものについて測定を行った。

この調査は，調査員の講習に相当時間を費やしたけれ

ども，二，三の調査地点を除けば，技術的にかなり満足

すべきものであり，大体，それ程の困難もなく，鍵也を

確認しえ，調査を実施することが出来た。ただ地形の複

雑なかつ急峻な地点においてはかなりの時間を費した。

毎木調査は，樹種別に胸高直径階4cmごとに，績塙

は],Inを単位として測定した。またランダムに抽出木を

選定して，その立木については生長錐で10年ごとの肥

大成長を測定し，更に用材及び謁痢息として利用可能か，

また伐採することが適当であるかどうかの点についてま

で桝識を加えた。

推定蒋職の猟定は， レーク・ステート澗諜認険場の

S､R・Gevorkiantz,LvicilleOlsen両氏調製の材積表

を使用した。材種は，すべての樹種について，樹兼から

朧齢までの樹皮をも含めた，全立木材種を示すものであ

る。この調査においては1癖ごとに，それぞれ材積表を

凶

f

」一

現地調査の方法

写其上に針でマークした調査地点を現地において確認

し，その測定と観察を行った。調査班は，アメリカの森

林官の指導に従い，琉球の森林官2名が1組となり編成

された。勿論これらの現地調査員に対しては充分な訓鰊

を行った。すべてアメリカの専門家の指導によったが，

奥地については充分な調壷を実行しえなかった。

現地へ調査に入る場合は，写爽上で明瞭に判読しうる

様なよい道をとり，徒歩あるいは車でその調査地点の近

くまでゆき，写翼によってその調査原点までの距離と方

位とを測って実体鏡によって更にその調査原点付近の顕

著な目標を定めた。この様な方法によって現地到着距離

と時間とをかなり短縮することが出来た6調査地点に到

着する時間を最小限にするために，調査員は毎日，調査

－28－－
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遠藤；航空写真を利用する森林調査

標本の現地（地上）調査区劃
巾

→I8Omk- ＠幅8nl，長さ33.5m

の十等形のトランセク1、

(0.1ha)内に生立する胸

高直径12～43cmの立

木をすべて測定する。

①半径35.6mの円内

(04ha)の区劃に生

立する胸高直径44

cm以上の立木をす

べて測定する。．

不
’
１
１
経
蕨
協
句
三
‐
１
１
土

＝

3nlの狭いトランセクト(0.02

の正方形の50個の区劃内に生

立する12cm未満の胸高直径の立木をすべて測定す
る。副豆|印の2m平方の5つの正方形の区鋤こ

牛党する幼稚樹はすべて測定する。

別に調製しなかったけれども，樹種により樹型も異なる さな島については,群島内の大きな島と同じ割合をもつ

ものであるから，それぞれ材積表を補正あるいは調製す て算定することとした。

べきである。 すなわち，森林面識の推定方法ほ次の如き方式によつ

また，写真判読によって求猿した推定材積は，実測材 た。

積及びそれぞれの比較のために1エーカー当立方爽（あ 最も精密な地図から算出した，調査対象の全島襖面識

るいぼm3/ha)に換算して材積の検討を行った。 (A)は341,700haである。一吋平方に16のドツドの

なお，それ等の全材職のうち，どの位が用材として採 ある小区劃の透明絡子板を写真にあてて猟出した土地利

材し得るか，煮たここ数年間に伐採し得る量はどの位か 用度別の面積の割合は，前述の如く次の結果が得られた

を知るために，推定蓄稜に対して抽出木を測定して得ら 森林60％

れた結果のデーターに基いて推定した。 森称以外のもの（水田，耕地その他）40％ ．

算出方法 そして，それらの小区劃の繍固数(N)ば約40,000個
面積計算 であった。

全島擬面積については最も精密な地図から算定した。 ところで，森林面積(A/)の推定値としては，

そして第一段階で算定した，概算的ドットの比率をもつ
ay=A･P>=A･4ニニ

セ，識鼈対象の各烏を土地利用の重婁度別にその面積を 、，
推定した。その綣果95％の精度をもって示せば次の如 但し"Ar:瀧潔誹緬積

くなった。（エーカー) . N､r:森林であるものの区識1数

水 田 34,000土3,000または9% P/:森林であるあるものの区劃の割合

高台耕地235,000士7,000または3% _Nr
森林507,000士5,000または1% N
その他75,000±6,000茨たは8% n':標本区議織

更に，諾細な写真判読によって得られた比率により，更 nﾙﾉ嬬：標本区劃のうち森林であるものの区劃数
に講細に森林の椛成別にそれらを分類して，聯型別の面 をとれば，これはNが充分に大きければ,A/の不偏推
職を群島ごとにそれぞれ四つの階職に分けて推定した。 定堂であると近似的に考えることが出来る。つまり，
な端，この計算にあたっては，写真のないところの小 E(aJP)=A"Pr=Ar

－29－

７

＝

I

二



」

』

遠藤：統空写真を利用する森林調査

但しPf=n"
n劃

という式によって与えられることは前と全く同穰である

そしてその分散は近似的に次式で示めされる｡．

‘'罰,,=A'[P,爵P蝋(FE"+P,'Ex\型］
この式が成り立つためにば,n1はn3に比して充分大で

なければならない。更にn2pfが充分大であれば，この

場合もまたa〃は平均値"A",分散ぴza〃の正規分

布をすることが証明できるからa〃の信頼巾は前と同

様にして定めることが出来る。

写莫判読によって推定した蓄積の修正

航空写真用材積表を利用して，写真上で推定した蓄積

は，その糖度が不明であるた必，更に現地（地上）調査

を行ってその精度をあげる様に回帰修正を実施した。

すなわち，写真上において判読した各級のn"個の標

本区劃の中から，更に現地調琴也点としてランダムに

､誕個を抽出した。写真によって判読した蓄稜は，その

現地調査により実測した蓄積と比較して，4階層の蓄積

別にそれぞれ回帰推定を行った。

写真によって判読した蓄積をx感，

その実測した蓄積をvz

として"XfとVもとの間の副諭菖線及び相関係数を各級

ごとに計算する。

今, v'1=vZ+bl(孟一電）

vln=vg+b3(X－蕊）

v'f=v.&+bi(x一重嘘)=afxf+bf

v'た=v"+b&(X一天鮎）

ただし，x.=_J :sx(第i級のn3fプロツドでのXの
、雛

平均値）

vf==L:sv(第i級の、郡プロツ1､のvの平
n3Z

均値）

bf:n3ボブ渉，ツトでの回帰係数

ここでAは，他の最も精密な地図により測定したもの

であって,Aの誤差はないものとして，この調査におい

ては考えている。計算の結果，総森材癒績は200.645ha
と確定されている。

次に，以上の式で算定した森林面積の推定値aJ･の誤

差について考えて拳ると，

a'の標準偏差(S.D.)は，次の式で示めすことが出

来る。

′a'={､/吾P噌趾} A
ここで'n1が相当大で，しかもNが､ｪに比して充分

大であれば近似的挺は

’･綴={狸(芋'2)･A
,の式が成り立ち，更にarは平均値，A介標準儲豐ぴaﾉ・

の正規分布をすることになる。そこで信頼度を95とし

た場合にはArは

(a〆士2rar)

の中にあるということが出来る。

また,この調査の報告書に臆更に変位係教-ff-(-

､/工壽幕)…て,付記しているけれども'こ＠
嫌な場合にはこの式は別に必要はない。

結局この調査における森凋面積の溝豐は，20点中19点

の割合で,灘鏡絢に象て､/-里詩型=､/票需
＝ﾍ／6×106-＝2.4×10-3＝0.0024→0.0072と約1％

以下である。

樹木の大いさ別の面積算定

以上の計算に潴いて決定された，総森棚司積A／は

200,64511aであった。次に総区劃数個(N)約40,000の

中から，更に16点に1つの割合で，2,480点(n')を

鵜鑪織謝灘鰡謹鞍臓蕊
926点であった。次に，それらの森林であるものを更に

詳細に分類して，樹木の大いさ等森林柵成別に分けたk

個のクラスごとの森林面積を推定する。

n3: (n,個から抽出し,たn回目の標本区劉数）実体鏡

で判読せんとする森林区劃数。

A〃：第感級に属する森林の面繊

P寵： 樹木の大いさ等森林溝成によって分類した第急

級に属するものの割合
n": ng個のうち第奄級wこ属する標本区劃数

とすれば，第愈級に属する森林面積A〃の推定値arfは

aff=APr･Pf

＝

《
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I
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とする。そこでこの厄M需薩識のxの代りに第莎級の、艶

ﾌﾟﾛｯﾄで計算したxの平均値,すなちわx恥=-L更x
n蛇

を代入してやって，第遡級の平均漂本区捌の蓄積を推定
する。

w=W+bf(X"一天感）

そしてこの場合の第f級の平均標本区劃の蓄穣の推定

値の分散ぴ2V雀についてはこの認渥菫綴告においてば遍以

的に次の式によっている。
一

ノ
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遠藤：航空写其麓利用する森林調査

Vf=nsf{W+bf(Xsf一重j)}

以上の蓄積推定の結果から，一般に写真判読によって

求めた罐定蓄積は，現地において実測してえた蓄積よ・り

も過小であった。また,4圃積のものにあっては，亜熱

帯性林木の密生した林分に対し，航空写真用材稜表を適

用する場合，特にその値を修正する必要が認められた。

なお，次表に示される様に，村落近くに存在した現地調

査地点において調査した蓄穣は，一般に写真判読により

推定した蓄稜より低かったということは，写真を撮った

時期以後，調査を実施する以前にその林分がf噸§されて

いたたあである。

奄美大島群島における調査結果

”･『‘=鰯璽'*(I-,'){志÷-繁昌琴一
+a34･-堂塾一

、靴

但し" (fVi:刀詑のVfの標準偏差

rXf:n“のXfの震錐偏差

P:n3Zにおける”とXfとの相関係数

x(x一天)(v-v)
p＝＝

｝
ノ

V言蔵二詞2.9(T=v)2

しかし，更にこの式においてxに関する期待値をとれば

近似的に次のようになる。

α野6='sw(}エーpa)+aj2.-竺堅
n3f n雛

ここで注意しなければならないことは，第6級の平均標

本区劃の蓄殻を推定する場合に圃請醸胤の中のxに代入

するものほ航空写真で読象とった標本区劃の講俄の母集

'団平均値ではなく，その標本平均値（大いさ、轆個）で

あることである。このために，民有林における昭和28

年度森林調査要綱において使用したこの式の場合にほ

麺,幽皇の項がつかず,ただ良一管｡"-(=(圏)と、雌

なってい・る。

すなわち"n|碗がn3fに比べて非常に大きいならば，

af3.jr3x'は(1一週"2VLに比べて非常に小さいと考え
、鋤 n滋

られるので， この項をとっても差支えないと考えられ

る。それゆえに，昭和28年度の森剃鯛査譲網（民有榊

に使した式と全く同一となるわけである。この調査にお

いては先ず第も級の溌騨劉費をVz=A･P/･Pf･Vf'で推定

し，更に総欝綴臓V"'=A･Pr･蔦Pfv懇′によっている。

しかし，平轄本区劃の謁責の推定値から第f級の総蓄

積を推定する場合には，第‘級が全体に含める面穣の割

合としてはその標本値のP謬を用いなければならないの

で，それ挺よって生ずる謬蓋皇もまた考えに入れなければ

ならない。しかしてこの調査庭おいては次の如き式によ

って，最後にその分散を求めているが，これはいささか

無理であろう。

o.Wz-=A3[(zPjV'鶴)綴ヱ鵯PJ･)-Pfw.
zPf(vf)3-(32Pfv')31
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鱒
卜
帳
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４
１
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鯛
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Ｉ
Ｉ
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ｌ
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藷
蝿
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蓄積の確定

写真判読により准定した1=F-カー当議責(立方沢）

は，上表の回帰係数によって修正し，かつha当の謹識

(m3)に換算した。

称分構成の聴徴は，おおむね開発進度（地利級）と密

接なる関係があるということほこの調査に於ても明らか

に示された。すなわち，大部分の既開発地区においては

主として幼"鋤や，その他の丈の低い樹ｵ輻で占められ

ており，樹種としてはそのほとんどが諺露マツとその他

の鐸池性樹種からなっているが，一方，山頂付近の開発

されていない地区は，より大きな剃永や損傷木(枯損木

等も）がその大部分を占めており，マツは榧とんど見ら

れない様な林況であった。
これ等の理由によって，蓄績の推定を行う場合に開発

進度別にそれぞれ別けてサンプリングを実施したわけで

ある。

総藷積の推定は，写爽上で相応した面積別に推定した

数値に，回帰式によって修正したha当材積を乗じてた

ものを集計して求めた。

総蓄積に対する樹種別及び樹木の大さ別の構成内容は

現地調査を行ったプロットの構成比を適用して細分した

（特に林分経級別，開発進度別にその蓄積を細分した。

成長量の計算

抽出木によって測定した肥大成長量から年成長率を換

算して，これに適応する材積を有する林分に適用した。

房

nコ －1

ところで，この場合の信頼幅朧"n1ln2が充分に大き

ければ，また昭和28年度の民有林森林調査要綱で実施

した方法と全く同一にして計算することができる。“

部省，統計数理研究所彙報Voll．Ⅱ参照）

すなわち,w'=V'+bz(天蕊一天‘）の第f級の平均標本

区劃の蓄稜の推定式から，第憩級の総蓄綴の推定値は次

の式によって求め得る。

『
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遠藤：航空写真を利用する森林調査

それゆえに総成長量は枯損量を計算にば入れなかった。

週期的風塞火災,病虫害によるところの枯損があるけれ

ど既開発地域の森林においては枯損量はあまりひどくな

かった。それは既開発地域においては住民の木材利用が

非常に多いため，早期に伐採が行われているためである

しかし自然的損耗は，適当な伐採の行われていない榛な

奥地の未開発地域にあっては，はなはだしいものである

成長量は，測定の結果からha当4.45m3という値が

得られだが，この値は良好な保育作業を実施すれば達し

うるであろうところの成長量であって，村落の近くに伐

採が集中されてい為搬な現状にあっては恐らく，この値

に到達することはなかなか困難であろう。
伐採許容鐘の算定

森林の大部分は，現在蓄穣が少く，あるいは未熟林分

であるため，伐採瞳は今後10～15年間における平均年
成長量よりもやや低くすべきである。そうすれば，もつ

と適当な成長量が得られるまでに蓄積は増加されるであ
ろう。

与えられた面穣における森林の伐採量ば次の事柄を考
慮して適切に決定されるべきである。

a)林令 b)林分の大きさ c)成熟木の林況
とその健全庇 d)幼令木の構成状態とその密度

e)経営_との種灸の目的

あるブロツ1､においては，林分全体に対して要求され

る伐採量を直接に推定したが，またある場合に侭抽出木

について伐採してよいか，残存すべきかにつb､てマーク

し，その結果に鍵いて推定した。いずれの場合において

も伐採木と残存木との剖合は，今後の蓄積調査の費料と
して利用された。これらの緒果に基いて今後10カ年間

における年伐採許容雛を推定したが，それは年成長量の

約60％であった。伐採許容錘については，成長量とは別

に大径木及び奥地の未利用林分について特に測定された
本調査の結果から

土地釆掘の分類は1950年に実施された琉球農業セン

サスの際に検討されたものを利用した。このセンサス調

査においては，水田，高台耕作地の小さな不規則なもの

についてで，かつ多くの調査員が記録したものであるの

で，計算上多くの誤差があったであろうことは免かれえ
なかった。それゆえに当然この調査においても多くの不

規則性を生じたであろうことはまた止むをえなかった。

この森林資源調査の結果，個々の量を積象あげた伐採

量及び枯損鐡等に関係する因子としての森林蓄積，成長

量及び伐採許容趾の推定結果から承て，木材需給のアン

バランスという問題が指摘され，その対策の必要性が強

く示唆された。

他の地域に対する本調査の成果の適用

との調査方法を東南アジアの他の地域に適用する場合

は，その準備作業において，なお充分な注意を払わねば

ならないであろう。

すなわち．ここにおいて行った調査計画とその実施方

法は判読用の写真と同穣に貴重な価値をもっている。そ

のためにも，立木の大いさやその鉢分構成の密度を容易

に識別しうる嫌な，ごく最近撮影された適当な縮尺の写

真を得ることに努力すべきである。もし，大面積の総蓄

積だけを必要とするならば，完全なる写真撮影は特に必

要とされないであろう。また，飛行コースはある一定の

間隔を有することが必要であるが，立体視するため写真

を適当に重摸させて撮影する様にすることが肝要である

琉球において使用した中東部アメリカの広翼封の航空

写真用材績表は琉球とは測燈単位が異なっており，その

利用蕊準もまた異なっているものであったが，この航空

写真用材鞍表は確かに写真判読用としては復荊なもので

あることは充分に認識することが出来た。

材稜の推定は一般に，綾林では高く，喬林においては

低めの傾向を示したが，これはある部分では測定及び判

読における困難性によるものであり，またある部分では

この材猿表の利用方法の猫異によるものである。

熱帯林や亜熱幣林における様な特殊の林型の森林につ

いては特別にこの材穣表を作成することが必要であろう，

更に考慮すべきことは，大さや形状の異なった現地調

査プロツ1､についてはそれぞれの林況に応じた最も効果
的かつ経済的な調査方法を研究すべきことである。蓑た

適切なる材職表及び収謹表の利用概念を統一して調製す

れば，この種の将来の資源調査は更に進歩するであろう

かつ，地理的に同じ地域にある諸国においては，その測

定単位を統一するということにもつと努力を払うべきで．
あろう。

この種の森林溌源調査を行うための一つの必要条件と

しては，その調査すべき地点を地上に求め，いずれのと

ころにおいてもその調査地点を現地プロットとして設定

して調査が出来るということである。すなわち，ある島
に鐙いてはある内陸地のプロツ1､では全く調査困難で，

非常に幾用を要することがある。もつと熱帯の地方や高
岳地帯の国煮においてば更にその調査の困難性を伴うこ

とぱいうまでもないことであろう。しかも，調査方法を

変えて承ても，依然としてその現地調査は困難なことが

あるであろう。

これに対する一つの解決方法としては写真分類とその

判読技術を改良して，現地プ積ツトの調査地点を適切に

選定すると共に出来るだけその地点数を少くてすむ様に
することであろう。この線にそって満足する様な進歩が
得られるならば，写爽と現地調査とを併用して，極東に

おける他の国なの森林蓄積の調査方法としでも一層実用
化しうることであろう。

なおこの球琉における調査に適用した推定式は，
「GeorgeW.Snedecor: StatisticalMethods, 4th,
1946｣により；米国山掬司のRoyA. Chapmann&
PaulC.Guilkeyの指導によったものであった。

〆
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コトカ出来ナイ状態テアルカラシテ差当り山林局二

於テ次ノ点二改善ヲ加ヘル必要カアル}､恩ブ

（イ）高等官試験合絡者二在リテハ官学1､私学トー

拘ラス出身別二依ル差別的待遇ヲ撤廃スルコト

（ロ）高等宮ダル技術官ハ田身学校ノ如何二拘ラス

機会均等ヲ得セシメ営林局長営林局課長及山林

局各課係主任ダル技術官及之ト同等以上ノ実力

アリト認メタル者ニハ少クトモ高等官試験合格

ノ事務官卜同等ノ待遇ヲ与フルコト

（ハ）判任官級二於テハ従来ノ如キ出身別二依ル差

別的倦遇ﾉ内規二囚ハレス有為ﾉ材ｦ簡抜シテ

擬遇シ省内各局トハ勿論他省トモ均衡ヲ保タシ

メルコト

（二）営林局／判任官級二於テハ従来ﾉ如クニ級俸

以上ヲ作ラサルカ如キ内鐇勺取扱ヲ政メ有為ノ

材･ハ充分二高級ニ達セシメルコト

（水）高等官卜判任官ダルI､ヲ間ハス有為ノ材ヲ簡

抜優遇シテ高級二達セシメルコI、

（へ）局署山林事務官へ特別任用二依ル官ナルヲ以

テ広ク当該資格者ヲ登庸スルノ途ヲ識スルコト

別表（省I釣

（2）昭和3年入江山林局長に手交した

党 書

昭和3年6月13日に提出されたが，その内容に関し

ては前次の大正15年平熊山林局長に手交した覚書と殆

んど同一であるが，更に二，三追加補足された点がある

ので，その部分だけを摘記すれば次の通りである。

（前文略）一・海外派遮ノ方針ヲ改メ従来ノモノノミ

ナラス新進気鋭ヲ抜認シテ比較的長期間適当ノ地二

淵在シ技術二関スル基礎的研究二従事セシムルコト

ニ．営林局署ト地方庁トノ間ニバ従来二比シー層転任

ノ途ヲ開キ適材適所ノ実ヲ拳ケ兼テ相互間二於ケル

地位待遇ノ均衡ヲ得シムルコト

三．現下ノ状勢二於テハ地方在勤者ト中央在勤者トノ

間二俸給昇級上ノ差別的待遇力行ハレテ居ル殊二判

任官二於テ甚タシキモノカアル之力国務遂行上二及

ホス影響ノ大ナルヘキハ予想二難クナイ所テアル

差当り之等ﾉ難局ヲ打開スル方法ハ予算面二於ケル各
局場所ノ高等官殊二判任官ノ平均俸給額ノ差額ヲ撤廃

12． 対外活動と特設委員会

本会が辿った30年の歴史の跡を顧承て，その間に華

華しい対外活動があったことを見逃がしてはならない。

本会の創立当時並にその以降に於ても，林業按術者の職

能団体的性絡を持った組織は僅かに本会の率であり，こ

の間にあって先鍛各位が按術者の社会的地位向上のため

に闘った辛苦もすべて本会を基磐として行われたのであ

る。強いて云えばそれ等の活動は林業技術者の内部的問

題の一端であったかも知れないが，更に科学技術を基磐

として林業の発展を熱望し,林政,林業或いは更に林業に

関係を有する社会政策に至るまで，それ等に関して常に

翼蕊な態度を以て胴暁，討議を重ね幾多の覚書や建議，

陳情等としてその情熱の具現を図つた｡その功績はわが
国林業の発達にどれだけの貢献をなしたものであるか揺

り知れないも｡があろう。

それ等の対外活動の原動力をなしたものは，本会内に

於て随時必要に応じて設置された各種の特設委員会であ

る。

昭和10年の改正以降の定款には本会に役員のほかに

委員の制度を設け,主として事業部各部に配属して｢本
会の事業実行に参与」せしめたが，その委員は謂わぱ常

任委員とも称すべきものであって，その活動は各事業部

活動の範韓にスるものと解されるが，それとは別個に特

殊の目的を以て必要の都度設けられた各種の委員会があ

る。

今本会の対外活動と併せてそれ等の各種特設委員会に

ついて記録を辿って見たい。

（1）大正15年平熊山林局長に手交した

技術者待遇改善に関する覚書

（大正15年5月13日提出）

覚 譜

一・農林省職員ノ俸給昇給上ノ取扱ヲ見ルー事務官二

於テハ高等試験合格ノ法学土ハ同試験合格ノ私学出

身者二比シ常二優遇的ノ取扱ヲ受ケ技術官ハ其出身

学校二依リテ事務官二比シ別表ノ如ク差別的取扱ヲ

受ケテヰル判任官二於テモ亦経歴出身ニヨリ箸シ

キ差別的取扱ヲ受ケテヰルゴトハ周知ノ事実テアル

ニ．右ノ情弊下二於テハ有為ノ材モ到底駿足ヲ仲ブル

塑邑

下

〆

－
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シ之ヲ統一的二増額スルョリ他二良イ手段ハ無イト思

ブ従テ地方在勤者力事業ノ主体ヲナス山林局二於テハ

進ンテ之力実現二努力サレンコ1､ヲ望ム次第テアル

興林会代表藤島信太郎

河田 窓

早尾丑麿

入江山林局長閣下

（4）昭和4年の林政改革運動

昭和4年度の山林局関係予算は飛躍的に増大したの

で，その適切な運用に関する案を具し，将に林政当局へ

覚謬を提出せんとしたところ，たまたまその頃山林局に

制涯課を新設して渡辺全氏を課長に任用すべしとの運動

が表面化し，事務当局朧獅臓者運動の一環なりとの非難

の声を高め，遂に主謀者と見倣された早尾技師以下数名

を砿出させてしまった事件があったが，此の突発事件と

関連ある如く誤解される鯉れがあったので，残念乍ら此

の覚書ば提出を見合せることになった。

覚書ほ不提出に終ったが，当時の林業技術者が斉しく

抱いて居た林政改革に対する熱情肱，その後折にふれて

何等かの形に於て少しづつ乍ら着をとして具現され，今

日に見られる林政機織実現のた必の一大礎石となったも

のであって，わが国林業の振興に大きな貢献をなしたも

のと請えよう。

そこで此の不提出の覚書を当時の情勢の一端を覗知す

るため，ここに記録に止めることも強がち無意味ではな

かろうと思う。

強 書

昭和4年度に於ける山林局関係の予算は劃期的なるを

以て，山林行政当局は此の際其の最も適切なる運用に依

て林政革新の実を挙げなければならぬ。価て今其の最も

要急と認める施設事項を挙げると次の通である。

一．山林行政機関の組織に関しては次の点に改善を加

へることを必要とする。

（イ）山林局公私林諜は専務の内容関係予算の分量

等より見て著しく膨脹せるを以て之を一般林政

の監督と林業の奨励とを主掌する二課に分ち，

夫を適材を配して能率増進を図ること。

（ロ）官民の関係漸く機徴に亘るの情勢に鑑承，国

有林経営が外部的圧迫に因て累される虞なから

しめるため，山林局の国有林業務中主として施

業計画，林野の存廃区別，境界査定並測量及営

林局署の廃騒分合に関する事項を分離して一課

（例へば施業課）となし，関係業務の審査を厳

密適切ならしめ兼て其の実行監督を励行するこ
と。

（ハ）地方林政の発展を促進するため，府県に於て

ほ林務に関し独立せる課の設置を汎行せしめる

こと。

（二）営林局に於ける監督業務及直轄事業の調和併

進を鰯するたあ，人事に関する事項を局長直属

たらしめると共に，現在の林務課の外に施業案

編成,林野の存廃区別,境界査定並測量及営林

懇担当区の配置分合を主裳する計画課（叉は施

業課）を設け，利用，造林及土木業務を併合し

て業務課（叉は監督課）を設けること。

但し管轄区鍵大なる営材局に於て朧，後者を

業務（監督）第一課，同第二課等区域に依り分

課し得るものとすること。
■

二．行政の運用は其の機関組織の問題と共に，人聯の

関係に在ること少からざるを以て，此の鯛ﾎ務職員

の配職登庸等に関しては次の点に付改善を加へる

ことを必要とする。

（イ）地方庁及営林局署間挺於ける林学専攻の職員

の配置を適切にし，其の待遇の均衡を保たしめ

るため，新陳代謝‘淘汰，抜擢の実を挙げるこ

と｡

（ロ）地方庁及営林局署間に於ける林学専攻の職員

の質的関係を改善するため』此の際出来得る限

り当該職員の相互入換を実行式ること。

（ハ）地方庁及営林局署間に於ける林学専敦の職員

中国費吏員の質的関係の均衡を保たしめるた

め，当該吏員の待遇殊に今後に於ける官等陞

叙，俸給昇級等に於て両者の歩調を同一ならし

めること｡

（二）地方庁及営林局署に於て朧林学専攻の高等試

験合絡者，地方農林出身の経験家其の他実力あ

る有為の材に付抜翻を行ひ，殊に判任官たるべ

き盗格を有する雇員を本官に任用し，刻蹄ﾘ任

用官たる営林局鶚山林事務官にほ主として当該

盗絡者を登庸して，一般に沈滞せる士気の作興

を図ること。

三．前記各項の制度組識及人事関係の改善を図ると共

に，繁丈樽礼を廃止し執務能率を増進するため，一

般に法規の整理改廃を徹底せしめる必要がある。而

して営林局署関係に於ては差向き営林局署長委任椛

限，国有林野及産物の管理，極印の使用，林野の整

理，林野及産物の処分，台帖の取扱等に就て根抵に

触れた改正をなすべきである。

以上は急施を要する事項の綱要に過ぎざるも之が実現

の成否は林政革新上重大の影響あるを以て，当局者は此

等の点に関して篤と考慮を払臓れんことを切望する次第
である。

《
戸

、
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昭和四年 月 日

與林会代表

（5）昭和6年調査委員会及成案

昭和6年2月28日在京会員を以て次の3委員会を組

織した。

1．林業管理組織改善に関する委員会

2． 林業教育制度の刷新に関する委員会

3．興林会の組織改善に関する委員会

各委員会の委員及び経過の概要嫁次の通りである。

○林業管理組織改善に関する委員会

委員池部耐吉(幹事)，飯島 浩(幹事)，

稲生隆策，寺園経吉，上条嘉一郎，

矢部立志郎，中村昌蔵，天野登一郎，

倉田吉雄，杉浦庸一

本委員会は林政不振の現状に鑑み管理組織の改善に関

する認査事項として(1)森林管理値)林政の連絡統一(8)林

政機関の組織等について之が拡充刷新の方策を考究せん

としたが，時あたかも一般行政の整理緊縮が叫ばれ，時

宜に適せず，昭和6年3月13日第1回の会合の承で中

絶の形であったが，11月17日第2回の会合に於て取り

敢えず実現可能と認められる下記事項を決議して本委員

会を閉じた。

森林行政組織刷新に関する方策

1．北海道及樺太の国有林管理及一般林政は之を農林

省に統一すること

理由（省略一以下同鞍）

2． 公有林官行管理の制度を創設し官行造林事業を拡

充すること

3． 全領土内各林政機関の会議制度を設くること

4．国有林の経徴幟I鯛I会計とし独立の機関を設くる
こと

5． 御猴沸級国有林管理溌関の拡充刷新を図ること

○林業教育刷新に関する委員会

委員藤島信太郎(幹事)，南時次(幹事)，

玉手三棄寿，堤時夫，太間得二，

吉沢英雄，田中 ’塊郎，上原敬二，

岡本隆次，太田勇治郎，中村賢太郎

本委員会ほ設立後数次会合を重ね次の成案を得た。

林業教育制度刷新に関する方策

1．林業高等教育臓一階級制に統一すること

理由（省脇一以下同鯛

2．林業高等教育機関は夫を適当なる地方に於て少く

とも事業区単位の演習林を必要とするものと認むo

依て演習林を有せざる高等教育機関に対しては適当

なる国有林事業区を移管すること

3． 各官庁が林業教育修得者の新規採用に当りては適

当なる鐙衡方法に依ること

例へぼ山林局に於ける錘衡制度方案を作りて見れば

次の如し

山林局に於ける新卒業生採用錘掘削度

方案（省略）

○興林会の組織改善に関する委員会

委員早尾丑麿(幹事)，寺園経吉(幹事)，

飯島浩，矢野健一，潮見芳輔，

早川材二，角田八郎，河田 窓，

原口 事，太田勇治郎，上条嘉一郎

ズ零員会は数次の協議を重ねたる後「興林会規約調

を決定した。此処には其の成案を揚げることを省略する

が，その後昭和10年会則を全面的に改正して『興林会

定款」を制定した際の基礎案となった。
ノ

（6）昭和8年中村技師公傷に関する意見書

昭和7年12月営林局技師中村琢磨氏は高知本山営林

譜管内へ出張中，白髪林道に於て森林軌道事故のため殉

難するの事件が起った。従来森林軌道で事故が起きた際

は，其の事業に直接関係が無ければ，それを公傷とは認

めないという取扱い方であったが，これは現下の林業技

術者の活動状態から見て，洵に実情噸りわぬことである

として，昭和8年3月16日の本会理事会はこれをとり

上げ，故中村技師の公傷問題に関連して林内運搬機関を

利用したる場合の森林官吏の傷害肱,一般に公傷として
公認せられるよう尽力することを決議し，意見書を徳本

高知営林局長及び山林局貴島業務課長に提出した。

本会の意見は遺憾ながら事務当局の採用する処とはな

ら永かつたが，故中村技師の場合は公傷として取扱われ
ることとなった。

意見書

過般貴局管~ド本山営林署部内二発生シタル森林軌道

事故ノ為技師中村琢膳君力不慮ノ災禍ノ犠牲トナリテ

死亡セラレタルハ吾等会員一同ノ痛惜二堪エサル所テ

アリマスカ之レカ公傷事由二付テハ全森林現業員ノ休

戚二関スル所甚大ナルモノアリﾄ認メ本会ハ之レニ関

シ深甚ノ関心ヲ有スル次第テアリマス。

由来林内木材運搬機関ハ其ノ目的一般乗用ニアラサ

ルノ故ヲ以テ之レカ事故二基ク便乗者ノ傷害ヲ公傷ト

認メ難シトスル論議巷間二伝へラレツツアリト雛他二

交通機関ヲ有セサル山野内二於テ国有林倣営ﾉ現業二

従事スル職員就中全営林署員及土木，施業案，測定ノ

営林局員ノ如キ特別二危険ナル場合ヲ除キ森林鉄道又

ハ森林軌道ヲ利用シ之レニ便乗スルコトハ今ヤ一般的

ニ広ク容認セラレ来リタル所ニシテ現業執務上当然ノ

行動タルコトハ何人モ之レヲ否定スル能ハ燐ルー大事

ユ

一
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二

一

一

実トナツテ居りマス果シテ然ラハ此ノ公務執行中二

発生シタル死傷ハ当然之レヲ公傷卜為スヘキモノト確

信スルノテアリマシテ現二恩給二関係ナキ場合ノ幾多

ノ事例二於テ農林省ハ既二之レヲ公傷I､シテ処選シ来

タノテアリマス力之レハ正二右’事実ノ公認セラレヌ

ルコトヲ実証スルモノテアリマス。

従来恩給局二於テハ或ハ右ノ実情ヲ知悉セサル為斯ル

事由ノミニ因テ公傷卜認メタル前例ナキヤモ測り難シ

I､雛此ノ際国有林経営ノ現業状況ヲ明カニシ以テ上司

ヲシテ之レヲ公認セシムルコトハ森林現業執務上ノ特

異性二鑑ﾐ其ノ安全保証ヲ確保スル上二必要欠ク可ラ

サル事項テアルト認メラレマス而シテ之レヲ公認ス

ルコトニ'依り災害ﾉ発生ヲ増加スルカ如キハ絶対二考

へ得サル所ニシテ何等ノ実害ヲモ伴うモノテハナイト

信シマス。 ．

以上ノ如キ理由ニ依り故中村技師ノ公傷事由中二右ノ

点ヲモ適当二加味シ以テ裁二新事例ヲ拓キ森林現業員

ノ境遇保護ニー歩ヲ進メラルルヤウ努力セラレンコト

ヲ懇請スル次第テアリマス。

昭和八年三月十七日

輿林会

高知営林局長徳本孝也殿

（7）森林土鯉調査溝研究委員会

森林土壌の研究朧林業技術の基礎確立上必要欠くべか

らざるものであって，本邦の森林土壌に関する調査研究

を大いに促進する要を痛感し，本会は委員会を設置して

大政正隆,平田徳太郎，芝本武夫各氏の提案を基礎とし

検討研究の結果成案を得たので，之を農林省当局へ参考

として提出した。輿林会叢書第'3輯縢林土壊調査法」

（大政正隆･芝本武夫共著）がそれである。

此の研究委員会は昭和8年3月7日，3月13日，4月

''日の3回に亘って開催され，之れに参劃したのは次の

諸氏である。

早尾，太田，吉田，平田，河田，芝本，大政，原，山

田，中村，明永；君島，種子島

（8）東北振興対策委員会及建議

昭和9年の凶作以来東北地方の振興に関する世論が勃

興しはじめたので，本会も亦之を林業の面から検討して

その対策を練り，関係方面へ建議することとした。その

第1回の会合ほ昭和10年2月25日学士会館に於て開

催，以後回を重ねること10回，漸く成案を得て昭和10

年7月10日東』(振興策建議書として蕊i上振興調査会会長

岡田啓介氏及び東ｵ娠興事務局長へ提出した。

委員会の経過及び成案の骨子は略を次の通りである。

-舎

宜

委 員 会 の 経 過
9

回 ｜月 日 会場｜ 主要研究事項 ’ 出 席 委 員
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東北振興$簿護溌書

昭和十年七月十日

興林会理事．島田錦蔵,伊藤正斌

岡本隆次，杉浦臓一

馬場賀訓

東北振興調査会を長

岡田啓介閣下

興林会は東北地方振興に賛せんとするの意図を以て其

の専問的立場上土地利用振興策中特に林業関係事項に関

し根本的方策を研究し男畑の通成案を得供貴瀧候に付可

然御詮識目成度此段及建議侯也

東北振興策（目次のみ摘記）

第一．緒言

第二．土地利用振興策

第三．林業経営方針

1．民有林国有林及御料林の経営

2． 木材利用増進

3．木炭関係事項の改善

第四．森林行政組織の改革

第五．備荒施設

第六．税制及諸交付金

附録第一号幾用林の設定

附録第二号木材加工場の設置

附録第三号一．東北六県国庫補助金調

二．東北六采国有林野所在市町村交

付金調

（9）昭和13年林政調査委員会

林業林政に関する時事問題について綜合国策的見解の

下に，専門的立場から純正な批判を加えその対策を提示

し，以て世論指導の第一線に立つことを目的として林政

調査委員会が設けられ，昭和13年中庭数次の会合を重

ねて次の結論を得て之を発表した。

木材利用合理化方策（目次のみ摘記）

縮菅

第一．木材の合理的利用並に消費節約

A.用材

1．枕木及電柱

2．坑木

3．製函用材

4．建築用材

附1．木材防腐工業の発達

附2．建築の制限

附3．建築行政機関の設識

附4．木材価椛の統制

B.薪炭材

C. 「パルプ」原料

D.廃材其他の回収並代用材料の利用促進

1．各種廃材其他の蒐集及回収

2．代用材料の利用促進

第二．木材配給統制

’・各業種間の自治的統制

2．木材配給統制会社の創立

附’・木材利用及配給に関する行政機関の

設置

附2．パルプ工場の設立許可制度の実施

附3．製材工場其他各種木材業者団体の発

・ 達と之に対する監督制度の確立

附4．木材利用研究機関の拡充

附・5.森林資源調査及木材需給統制の蕊備

（10）昭和16年穂別調査委員会

日華事変の進展と共に時局は益之重大化して来たの

で，昭和16年11月4日の本会部長会議で憾次の目的を

以て林業翼賛の実を挙げるために特別調査委員会を組織

す為ことを決定した。

目的国家未曾有の変局に処し緊急処理せらるべき林

業並に林政上の重要問題に対し専問的知織を基

礎とせ為対策案を敏速樹立し中央林業協力会其

他適当なる機関を通じ当路に意見を開陳し劇薬

翼賛の実を挙げんとす

委員会ほ次の通り第一から第八までの八委員会とし，

夫点委員を決定した。

第一委員会林業政策大綱に関する委員会

委員山内倭丈夫，島田錦蔵，大久保寛一,植田守，

田中紀夫，松島良雄

第二委員会林業技術振興方策に関する委員会

委員長谷川孝三，佐藤敬二，野村進行，嶺一三，

芝本武夫，柳下鋼造，麻生誠，酒井登

第三委員会林政機構改革に関する委員会

委員鈴木秀雄，伊藤正斌，加納秀雄，塚野忠三

第四委員会木材統制に関する委員会

委員三浦辰雄，桑田治，柴田栄，伊藤馨

第五委員会森林組合に関する委員会

委員大塩義男,遠藤英之助,伊藤正斌,鈴木一郎，

栗野武雄，近藤助，清水元

第六委員会造林振興方策に関する委員会

委員小泉清，三木元三郎，佐藤敬二，山内俊枝，

川田正夫，三宅博

第七委員会興亜林業推進方策に関する委員会

委員山内倭丈夫，渋谷武雄,新関恒太郎,植田守，

平山消一，蓑田茂，小山軍之助

第八委員会立木伐採税に関する委員会

“
■
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日林協創立三一|‐年史（8）

委員遠藤英之助,近藤鎌三郎,清水元,橋本裕一

以上の八委員会の中第一委員会と第七委員会侭夫公次

の通り成案を得て，其の要路に提出した。

第一委員会 「林業政策大綱調

第七委員会 「大東亜林業推進要綱案」

（内容省略）

（11）日本学術会議会員選挙対策

昭和25年日本学術会議会員の第2回選挙に当り，本

会は日本林学会と相提携して選挙対策に当ることとな

り，日本林学会からほ理事会員と，本会からは理事長，

専務理事及常務理事が夫灸参劃して選挙対策委員会を組

織した。委員会は昭和25年8月24日及び9月2日に開

催し，全国区及び地方区の候補者を決定し，両会団から

之を正式に推薦して選挙運動を実施することとなったら

両者の提携は極めて効果的な実を結び，選挙の結果は

次の通り全国区は候補者6名に対し6名当選,地方区は

候補者6名に対して3名当選し，第六部定員30名中わ

が林業部門から会員9名を送る好成績であった。

当選者

（全国区） 西田屹二，原田泰，野村進行,吉田

正男，長谷川孝三，大政正隆

（地方区） 中島広吉，柴田栄，佐藤敬二

（12）其の他の対外運動

上述のように大正15年平熊山林局長に林業技術者の

待遇改善に関する覚書，昭和3年にほ入江山林局長に同

様の覚書を提出する等本会の前身たる興林会は所謂技術

者水平運動に終始一貫挺身して来たことは，本会対外活

動の最たるものであった。上述の覚書を提出に至るまで

に，或はその後に於ても幾度か接衝を重ね，絶えない闘

争を行って来たことは想像に難くない。殊に昭和12年

頃から工学方面の技術者運動が勃発し，本会は之と提携

して相当華かに活動した。この本会の運動に刺戦され

て，農林省内の他の部門即ち農学，畜産，水産等の技術

者団俸が相次いで成立するに到ったっこれは本会の活動

による大きな派生的所産である。之等に関する活動の記

録については，今日拠るべき盗料がないために此所に掲

記し得ないことは遺憾である。

以下本会が関連を持った外部団体について一括記録し

て置く。

○全日本科学技術団体聯合会

昭和15年8月8日学士会館に於て結成，本会からは

早尾丑麿，太田勇治郎の両氏が代表として加盟した。本

聯合会の目的は，「科学及技術に関する関係団体を通じ，

科学人及技術人の国民組織を組成して挙国一致の国策推
進機関たらしむることに重点を置き，関係団体相互の連

絡調整を図り国策の遂行に寄与する」にあった。聯合会

理事長は長岡半太郎氏であった。

○中央林業協力会

昭和16年9月設立｡本会ばその準会員として加盟し，

特別委員会の成案を協力会を通じて要路へ建議す．る等貢

献するところ妙くなかった。

○農称水産技術協会

昭和16年6月21日設立。基礎団体は興林会’農業技

術協会，農業土木技術協会，水産技術報国会′畜産獅怖

協会，馬事技術協会等で会員総数約2万名であった。

○日本科学披棚漣盟

前述の全日本科学技術団体聯合会の一転身であるが′

本会は昭和23年改めて之に正会員として加盟’常任理

事として松川恭佐（本会理事長）幹事として松原茂（専

務理事）中川久美雄（常務理事）子幡弘之(理事)蓑田

茂の諸氏が参劃した。

本連盟は常時各技術団体の交欲，識演会，研究会等を

開催し，技術相談部を設け，昭和24年には官界刷新に

関する意見書を各方面に提出する等，科学技術者の社会

的地位向上に新らしい運動を展開中である。

○其の他

森林資源総合対策協議会には理事として，叉国土緑化

推進委員会には常任委員として松川恭佐氏が夫を参画し

て居る。

（13）会 計
本会創立以来毎年度の収支決算会計の推移臆次の通り

である。

ダ

一

Q

年度|収 入｜支 出｜ 備 考
円 円

大正ll年 羽7.00 211.20大.1l. 12月末現在
12 832.35 304.64大.12. 12月末現在
13 291 .57 188.“大.13. 12月末現在

大14－昭2 388.28
？僻1"il二鰐.10昭2-3 298.71

:"""'3-4 1,125.95
4－6 1，623．00
6 2,180.85 1,546.07昭.,6.2－6.12
7 8,269. 1 1 2,801.98昭.7.1 . 1-7. 12. 15
8 4'033.44 2'945.24昭.7.,2.,6-8.12.31
9 8,608.76 559.201 1月1日-12月末日

10 5,692．02 2,150.07 "
11 7,625.66 7,625．66 〃

12 13,074.001 13,074.00 "
13 34.538.661 34,538.66 "
14 23,366．151 23,366. 15 "
15 24,417．021 24,417．02 "
16 25,727.801 25,727.801 "
17 49,380.801 49,380．80 "

(18-20) (不明) I (不明）
21 〃22 7::粥:；:' 5溌溌： 〃
23 1,849,779.31 1,783,476,80昭.23:1-24.3
24 4,382,635.883,961"357.02:昭.24.4--25.3
25 5,087,552.654,915,978.07昭.25.4S6.3

ー

、
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昭和29年度

膳用研究費 について

林野庁研究普及課

昭和29年度応用､暁費は，28年7月に50件31,403 補助額において1,250千円減になっているが，補助額の

千円の概算要求書を官房に提出して以後9カ月有余，そ 減は，主として農林省応用研究費総予算額が昨年度より

の間，官房の査定，農林省綜合研究協議会の審議を経て 10,000千円減になったことに起因している。

別表の通り，38件, 10,200千円が認められ，29年5月 応用研究費の申請は, 27年度の146件77,000千円

10日省議決定を承た･本課題の採択に当っては，森林 を頂点として漸次減少の傾向にあるが，これは継続研究

資源の縦寺培養と，森林生産力の向上を図ると共に，林 が多く，新規採択が憧少なため申請を手控えたものと思

野の重要施策の華礎盗料を得ることを審査の目標とし， われるが，採択件数は26年度以降少6，23，28，38件

林野重要施策を遂行する上において，緊急解明を必要と ．と漸次増加しており，また採択に当っては，短謝にその
する課題であって，下記各項に該当するものが優先考慮 成果の期待される課題に重点をおいているので,今後は

1

された。 活溌な更新が期待される。

（1）各種研究機関による綜旬杓，有機的な耐暁を必要 な鈴，本補助金交付鏡程には，申請期限が規定されて

とする課題 いないので，その照会が例年多いが，これは提出があれ

②国立林試，その他，国の研究機関に鯖いて研究実 ぱ常時受付けており，別に公示はされないが，早目に

施が不可能なもの，または直ちに試験研究に着手不 （6～8月頃）提出して頂くと好都合である。

可能なもの なお，根誕規程ば下記の通りである。

（8）試験研究腱当って一般専門技術者研究者の協力を 昭27．5．9．農林省告示第194号 ‘
必要とするもの （改正，昭28．7．2．農林省告示第440号）

「農畜産業，蚕糸業,林業及び水産業に関する科学的研

これを昨年度と比較すると，件数においては10件増， 究賢補助金交付領程」

昭和29年度農林漁業技術試験費補助金交付一覧表 （林野庁）

〃

垂

■

砂

研究 担

厩

当 者

|氏
一一

交付金額

（千円）

課 題
名所

(一）主要課題 4，070
□E －

－

(1)森林保全に関する研究

既存資料による帰約的研究

標準地域によ為綜合的"焼（多摩川水系）
〃 （野呂川水系）

(2,470）

240

320

1，910

|東大 部|中村賢太郎
協｜平田徳太郎｜

撫撫蕊｜
山口伊佐夫

大田中波慈女

農
林
農
〃
〃

学

日

東大 学

東
一＝

舟《 農

’
(1,600）

250

200

300

200

100

350

200

② 林産物系晩合理化に関す●る研究

|鯏職蕊鷆篝震鴇
北海道立林業指導所小林庸秀

〃 越智正六

三和惚気株式会社多和田四郎

林業科学技術振興所藤岡光長

東大農学部北原覚一
一

削片板成型方式の研究

木材乾燥スケジュールに関する研究

特殊乾燥法に関する研究

特殊合叛に関する研究

標準型抵抗式木材水分計の試作

低価値材の利用向上に関する研究

木材工業の品質管理方式に関する研究
一一一一一

－39－－



〃

昭和29年度応用研究費について

題
｜

’I 研究担 当 者一

交付金額課
属 氏 名所

6，130(二）主要課題以外のもの

］60東大理工研|河田三治｜
三重大農学部飯塚 壁

日本木材加工技術協会平井信二

東 大 伝 研浮田忠之進｜
東大農学部中村畳太郎

北大農学部佐藤義夫

東 京 農 大田中波慈女’

妻圭鱸轆讓擢孟
九大農学部井上由挟

日 林 協松川恭佐

1束大艇学部藤林 誠

北大農学部内田登一

群:｜
〃

九大農学部

東 北 大 学

東 京 大 学潮見俊雄

鹿大農学部西 力造

'新大農学部山田昌一
〃 伊藤武夫

字 都 宮 大倉田益次郎

日本農業技術研究所塩入松三郎

：寮嬢熱熊鶏麓鬘｜
北方林業会原田 泰｜

,農査鴬鶯：'賎蕊
東 ・大農学部I加藤誠平

北大農学部犬飼哲夫

石川県火打谷林業場野崎伸三

林業経済研究所片山茂樹

国民経済研究協会稲葉秀三

農山漁村文化協会村上竜太郎

東 京 大 学山内太郎
〃 島田錦蔵

、

〃 野村進行

林道法面の侵蝕防止に関する研究

240

100

300

木材利用分析調査

剃鯛澗油の利用研究

パルプ用やまならし類及びかば類の育林に関する研究

150

480

100

150

1，000

100

100

100

100

250

200

200

林業用樹種の品種に関する研究
特用樹種導入に関する研究

竹林の施業法改善に関する研究

阿蘇山就原野の庇蔭林造成に関する研究

澗拳経営におけあ航空写真利用の研究

運材用索道庭関する冊院

日本産針葉樹換蝿に関する研究

北海道における森林害虫の天敵に関する研究

クリタマパチの寄生蜂の研究

採草地利用に関する経済的研究

入会に関する法社会学的研究

林地水分の消費並に移動に関する研究

一

飛砂防止用草木の早期増殖に関する研究 15(）

’渚悪林地諾生産力増強に対する土壌学的研究

河道貯溜量と洪水波移動との関連に関する水理学的研究

製炭法の改良に関する研究

泥炭地の造林並に樹種に関する研究

クリダマパチ抵抗性品種育成に関する研究

150

100

50

100

400

１
１
１

多用途小型集材機に関する研究

野兎の防除薬剤に関する研究

苗畑におけるコガネムシ幼虫の薬剤防除に関する研究

山林税制が林業経営に及ぼす影響に関すあ胴焼

青林業の収益性に関する研究

林業改良普及に関する研究

200

100

200

150

300

500

一

計
今
回 10．200
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斎織譲認宮沢文吾跡士著 新刊
難観賞樹木(常識)紙瀦蝋噌淵
花木類共に林木(公園.街路の樹木)の解説と培養法 ’

縢林經理精義森 精義經
▼

新刊
A5布装

で｡ー■一

|譜磯譲藤鳥信太郎署繍冨蝋雛
京大名誉教授郡場寛博士箸 新刊

植物生理生態擶薪管0蕊醗閏
ザる経理＝経営の理論と実際林業の最莨効果をあI

著者多年の実談に基いて独創の著作機構を樹てられ，序
説には森林の経営と経理,指導原則,施業計劃等,第1編森
林計理理念には林業の生産法,正林其他を,第Ⅱ編森林計
理方法には土地の整備,経営区の設置と森林区劉,森林実
態の調査,施業事項,施業仕組の決定,収穫規整の方式収
種と造林の実行計画,施法設備の計画,施業計画の運用と
改編及修正其他を林業経営に即するよう適確平易に詳述

北大名誉教授坂村徹博士箸 全部改版

植物細胞邊透生理維棉5鰯蠅
北大理学部植物生理学教室編集 訂正5版

植物生理学實習偽辮青7懸蝿
東大教授,j倉謙博士著睦賢堂版農挙全書〕第4版

植物解剖及形態学満齋智3繁搬
林業試験場技官坂口勝美箸 新刊

篇ヒノキ青林学難綿謂爆鰡
木曾を初め全国の櫓造林の実地研究に基ずく新説を詳述 鴬管璽噛蔦相見霊三技官箸 新刊

細胞生理学實識法総繍0曇職高知大教授藤島信太郎著 全部改著第2版

農造林学講義鱸8癖器蕊雛
「これからの合理的造林法｣を目標に著者は前著を全く
書更え，造林の基礎知識から林木の種苗と新生林の造成
一播種，植付,撫育,保護,手入,管理,除伐,間伐,枝打,森
林の更新作業其他造林上の理論と実際を平易に詳述す。

京大教授木原均博士著他6博士共署第1巻再版

細胞這伝学灘合本総縮3曝瀦
△

■
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農薬の

野鼠の磯滅に

喰いつきよく，しかも殺鼠力100％

種苗の消毒に
(有樫水銀剤）

今迄に見られない優秀な消毒殺菌効果

苗木の病害に 且

＝暴販里レトワ覺
効き目が早く, Lかも永緋きする撒粉用殺菌

(鋸水銀剤）

ll

東京日本橋三共株式会社農薬部
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博
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標
岫

訂
正

－

改 三浦博士外10名協力作林業実騒と実習A5型425頁価480円⑦75円訂
製図及測量荻原貞夫(53頁）森林土木及木材識別藤株賊(70頁）森林土壌の調査方法大政正陰(27頁） 木工
久木田実・宗村新蔵(32頁）樹苗養成及保護長谷川孝三(69頁）竹細エ野村新蔵(13頁）造林中村霊太郎(25頁）
林産製造三浦伊八郎(37頁）造園小寺酸吉(25頁）副産物岩出亥之助<30頁）測樹及林価算法嶺一三(35頁）
砂防エ事(4頁）

（
輿
林
こ
だ
ま
改
題
第
五
十
九
号
）

許林政学概要駒鳥新組296罰西450円博 箸

主要目次緒論林政学の意義．任務及び発展・第1章林業の特質及びその国民経済的効用・第2章国民
経済における林業の地位．第3章林業政策の担当機関・第4章林野土地制度・第5章森林の保謹政策・
第6章保安林政策．第7章林業経営の技術的指導規正・第8章林業経営の経済的保育．第9章林業労
働行政・第10章統制経済と林業（以上）

伊藤博士著塁樹病講義原色版4枚図腹2‘0余図頁約280頁近刊
吉田博士著林価算法及較利学価230円

内岡博士著翼用辮測量法価'20円
吉田博士著腎理論森林経理学価“円

岩出麦之助著蕊椎茸塔養法価'50円
中村博士著育林学原論価400円

広江文彦著壹十觜理想の小住宅鑿溌糯雷

…士署林繼虫防職罐濡鰡弛球出版鑿蓋襄諾雷懲,織鴻


	表1

	1954年10月号目次

	正しく良い地図を早く安く作るには

	青木航空遭難機5002号の殉職者の御霊前にこの一文を棒く

	水産と森林

	砂防用拱堰堤に就いて

	航空写真を利用する森林調査

	日林協創立三十年史8

	昭和29年度応用研究費について

	表4


